
マ

テ

オ

・
ガ

ル

シ
ア

・
プ

マ
カ

ウ

ア

の
軌

跡

ー

植
民
地
時
代
末
期
ペ
ル
ー
社
会
の
考
察
ー

真

鍋

周

三

 

は

じ

め

に

「
ペ

ル
ー

独

立

一
五

〇

周

年

に
関

す

る

国
家

委

員

会

(
O
o
巳

。。
δ
口

Z
9・
o
δ

ロ
巴

α
9

Gっ
Φ
。。
ρ
三

8

三

Φ
8

二
〇

α
Φ

冨

ぎ

α
8

8

α
Φ
ロ
o
一〇

α
Φ
一
℃
Φ
急

)
」

が

、

一
九

六

九

年

に
リ

マ

で
当

時

の
革

命

的

軍

事

政

権

に

よ

っ
て
設

置

さ

れ

た

。

こ

の
政

権

は

新

生

ペ

ル
ー

の
創

造

に
お

い

て

ナ

シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
、

と

り

わ

け
民

族

の
統

合

を

重
視

し

て

い
た
。

当

委

員

会

に
よ

る

ア
カ

デ

ミ
ズ

ム

へ
の
貢

献

は

、

来

た

る

一
九

七

一

年

の

「
独

立

一
五
〇

周

年

記

念

式

典

」

の
挙

行

に
む

け

て
史

料

の
編

纂

や

文

献

類

の
刊

行

、

ま

た

第

五

回

ア

メ

リ

カ

歴

史

学

国

際

会

議

(
ρ
⊆
ぎ
8

0
冒

σQ
お
ω
o

H
三
Φ
∋

0
9
8

巴

α
Φ
田

。。
8
ユ
o

α
Φ

〉
ヨ
ひ
ユ
8

)

の
リ

マ
に

お

け

る

開

催

(
一
九

七

一
年

七

月

)

等

を

研

究

者

に
委

託

し

た

こ

と

で

あ

っ
た

。

そ

の
成

果

の

一
つ
は
、

一
七

八
〇

年

を

起

点

と

す

る

『
ペ

ル

ー

独

立

資

料

集

(
O
o
一①
o
o
δ
コ

α
o
o
ロ
ヨ
Φ
口
$
一
α
Φ

一ロ

ぎ

α
①
b
Φ
巳

Φ
口
o
置

α
Φ
一
℃
Φ
『
魯
)』

(
全

三
〇

巻

)

の
刊

行

(
一
九

　
　

　

七

一
～

一
九

七

四
年

)

と

な

っ
て
結

実

し

た
。

ペ

ル
ー

独

立

を

め

ぐ

る

新

し

い
解

釈

の
出

発

点

を

一
七

八
〇

年

と

定

め

た

の
は

、

そ

の
年

が

「
ク

リ

オ

ー

リ

ョ
、

メ

ス
テ

ィ

ソ
、

原

住

民

ら

を
統

合

し

た

独

立

の
先

駆

者

」

ト

ゥ

パ

ッ
ク

・
ア

マ
ル

(
↓
⇔
写

　
　
　

o
o
>
ヨ
鴛
ロ
)
の
反
乱

(
一
七
八
〇
～
八

一
年
)
が
起

こ
っ
た
年

で

あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
考
え
方
の
背
景
に
は

「
ペ
ル
ー
の
解
放

は
、
特
権
を
有
す
る
少
数
派
の
ペ
ニ
ソ
ス
ラ
ー
レ
ス

(
ス
ペ
イ
ソ
人
)

か
ら
ク
リ
オ
ー
リ

ョ
へ
の
政
治
的
権
力
の
単
な
る
移
行
で
は
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
階
級
や
あ
ら
ゆ
る
民
族
集
団
を
統

合
し
た
長
期
の
闘
争
」

か
ら
生
ま
れ
る
と
の
解
釈
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
か

つ
て
の
独
立
闘
争

を
、
帝
国
主
義
に
対
抗
す
る
ベ
ラ
ス
コ
政
権

の

「真
の
国
家
的
独
立
」

を
め
ざ
す
闘
争
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
て
捉
え
よ
う
と
す
る
議
論

　　
　

で
あ

っ
た

。
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と

は

い

え

、

ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ

ル

の
反

乱

が

ペ

ル
i
独

立

の
最

初

の
試

み

で
あ

っ
た

と

、

す

べ

て

の

研

究
者

が

考

え

て

い

る

の

で

は

な

い
。

エ

ラ

ク

リ

オ

・
ボ

ニ
ー

リ

ャ
は

、

ト

ゥ

パ

ッ
ク

・
ア

マ

ル
の

反

乱

は
本

質

的

に

ク

リ

オ

ー

リ

ョ
を
脅

え

さ

せ
、

抵

抗

運

動

か

ら

彼

　
る
　

ら
を
分
離
さ
せ
る
と
い
う
結
果
を
招
い
た
と
捉
え
た
。
ま
た
ジ
ョ
ソ

・

フ
レ
デ
リ

ッ
ク

・
ウ
ィ
ー
ベ
ル
は
、
ト
ゥ
パ

ッ
ク

・
ア
マ
ル
の
反
乱

を

ス
ペ
イ
ソ
領

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
独
立
運
動
の
先
駆
と
捉
え
る
の

は
誤
り

で
あ
り
、
植
民
地
解
放
闘
争
の
時
期
に
独
立
派
は
原
住
民
の

　
　
　

利

益

を

無

視

し
原

住

民

を

放

置

し

た

、

と

述

べ

て

い
る
。

と

こ

ろ

で
、

ペ

ル

ー

で

は

ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ

ル
と

ほ

ぼ

同

時

代

を

生

き

た

マ

テ

オ

・
ガ

ル

シ

ア

・
プ

マ
カ

ゥ

ア

(
]≦
讐
Φ
o

O
母
o
冨

勺
仁
§
0
8

ゴ
ロ
o
"

一
七

四

八
～

一
八

一
五

)
も

ま

た

独

立

の
英

雄

と

し

て

広

く

知

ら

れ

、

人

々
の
関

心

を

引

き

付

け

ず

に
は

お

か

ぬ
存

在

　
　
　

で

あ

る

。

ペ

ル
ー

独

立

革

命

(
一
八
〇

五
～

二
四

年

)

の
う

ち

初

期

の
抵

抗

運

動

の

中

で
最

も

よ

く

知

ら

れ

て

い

る

の
は

一
八

一
四
～

一

五
年

の
ク

ス

コ

の
革

命

〔
い
o

カ
Φ
<
o
冨
o
ぴ
昌

α
9

0
仁
N
o
o
、

ホ

セ

・

ア

ソ
グ

ロ

(
冒

。。
ひ

〉
コ
σQ
巳
o
)
の

反

乱

(革

命

)

と

か
プ

マ
カ

ゥ

ア

　
　
　

の
反
乱
と
も
よ
ば
れ
る
〕

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
プ

マ
カ
ゥ
ア
が
指
導

者
と
し

て
参
加
し
重
大
な
役
割
を
果
た
し
た
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、

ラ
テ
ソ
ア
メ
リ
カ
の
独
立
運
動
に
お
い
て
は
大
勢
の
下
級
聖
職
者
、

特

に

セ

ク

ラ

ー

ル

(
。。
Φ
o
巳
胃

、

世

俗

に

あ

っ
て
修

道

会

に
属

さ

な

い
聖

職

者

。

在

俗

司
祭

。

ク
リ

オ

ー

リ

ョ
が

大

半

を

占

め

る

)

の
参

　
　
　

加

が

み

ら
れ

た
。

ペ

ル
ー

も

そ

の
例

外

で

は
な

か

っ
た
。

マ
リ

ア

・

コ

ソ

ス

エ

ロ

・
ス
パ

ー

ク

ス
は

、

ペ

ル
ー

独

立

革

命

に
参

加

し

た

聖

　
　
　

職

者

「
三

九

〇

人

」

を

、

セ

ク

ラ
ー

ル
が

二
〇

一
人
、

レ
グ

ラ
ー

ル

　む

(
お
σq
巳
母

、

各

派

修

道

会

士

)

一
七

七

人

、

そ

の
他

一
二
人

と

分

　
　
　

析

し

た
。

本

稿

は
、

ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ

ル
の
反

乱

か

ら

ク

ス

コ
の
革

命

に

至

る
時

代

を

駆

け

抜

け

、

し

か
も

こ

の

二

つ
の
事

件

に
深

く

関

係

し

た

マ
テ

オ

・
ガ

ル

シ

ア

・
プ

マ
カ

ウ

ア

〔
ク

ス

コ
市

近

郊

の
原

住

民

共

同

体

の

カ

シ

ケ

(
8

0
β
仁
Φ
1ー

ク

ラ

カ

o
ξ

0
8

、

首

長

)
〕

を

と

り

あ

げ

、

そ

の
足

跡

を

辿

る

こ

と

に

よ

っ
て
、

植

民

地

時

代

末

期

ぺ

　ヨ

ル
ー

社

会

と

そ

こ

に
生

き

た
原

住

民

の
状

況

を

「
教

権

」

の
動

向

と

も

絡

め

な

が

ら

検

討

す

る

も

の

で

あ

る
。

こ
う

し

た

作

業

が

、

ラ

テ

ソ

ア

メ
リ

カ

の
独

立

運

動

と

の
関

係

で
ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ

ル
の
反

乱

の
方

向

性

を

捉

え

る
場

合

の

一
助

と

な

れ

ば

幸

い

で

あ

る
。

そ

こ

で
、

以

下

の
構

成

に
よ

っ
て
、

こ

の
解

明

を

進

め

て

ゆ

く

こ

と

に
し

よ

う
。

1
章

「
ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ
ル

の
反

乱

と
プ

マ
カ

ウ

ァ
」

で

は
、

ペ

ル
ー

副

王

領

の
歩

み

を
簡

潔

に
紹

介

し

た
後

、

プ

マ

カ

ウ

ア

の
生

い

立

ち
、

ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ
ル

の
反

乱

へ
の

彼

の

対
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応
を
述

べ
る
。
ま
た
プ

マ
カ
ウ
ア
の
出
身
地
方
に
お
け
る
原
住
民
の

負
担
に
も
言
及
す
る
。
n
章

「
植
民
地
時
代
末
期
ペ
ル
ー
の
社
会
状

況
」

で
は
、
カ
ル
ロ
ス
三
世

の
改
革
、
特
に
行
政
機
構

の
改
革
と
自

由
貿
易
政
策
が
ク
ス
コ
や
ア
レ
キ
パ
地
域
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ら
び

に
貢
納
を
検
討
す
る
。
m
章

「
独
立
運
動
と
プ

マ
カ
ゥ
ァ
」

で
は
、

ス
ペ
イ

ン
か
ら
の
独
立

へ
の
動
き
と
そ
れ
に
対
す
る
プ
マ
カ
ゥ
ア
の

対
応
を
当
時
の
社
会
状
況
と
も
絡
め
な
が
ら
辿
る
。
W
章

「結
び
」

で
は
、

カ
シ
ケ
の
地
位
の
脆
弱
性
、
地
域
格
差
等
に
つ
い
て
述
べ
た

後
、
プ

マ
カ
ウ
ア
の
反
乱
の
意
味
を
探
る
。

1

ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ
ル
の
反
乱

と
プ

マ
カ
ウ

ア

先
ず

も

っ
て
、

マ
テ
オ

・
ガ
ル
シ
ア
・
プ

マ
カ
ゥ
ア
の
生
き
た
時

代
の
ペ

ル
ー
を
知
る
う
え
で
、
そ
の
前
提
を
簡
単
に
み
て
お
く
必
要

が
あ
ろ

う
。

ペ
ル
ー
副
王
領
は

ス
ペ
イ
ソ
領
ア
メ
リ
カ
の
中

で
は
古
い
歴
史
を

も
ち
、

ス
ペ
イ
ソ
の
支
配
が
最
も
強
固
に
根
づ
い
た
地
域
で
あ

っ
た
。

一
六
世
紀
以
来
、

ペ
ル
ー
副
王
領

の
内
部
に
は
二
つ
の
中
枢
が
あ

っ

た
。
広
大
な
地
域
の
統
治
者
と
し
て
の
副
王
の
い
る
政
治
上
の
中
心

部
の
リ

マ
と
、
ア
ル
ト
ペ
ル
ー

(現
ボ
リ
ビ
ア
)
に
お
げ
る
大
量
の
銀

の
生
産

を
背
景
と
し
た
経
済
の
中
心
地
ポ
ト
シ
で
あ
る
。
旧
イ
ソ
カ

帝
国
の
中
心
部
で
あ

っ
た
ク
ス
コ
地
域
は
政
治
的
に
は
リ
マ
の
衛
星

　ヨ

的
位
置
に
あ
り
、
経
済
的
に
は
ポ
ト
シ
に
依
存
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

一
八
世
紀
に
な
る
と
、
ポ
ト
シ
を
は
じ
め
と
す
る
ア

ル
ト
ペ
ル
ー
の
銀
鉱
業
の
凋
落
が
決
定
的

と
な

っ
た
。
長
期
に
わ
た

る
採
掘
に
よ
り
鉱
床
が
枯
渇
し
た
こ
と
が
最
大
の
原
因
と
い
え
よ
う
。

ポ
ト
シ
の
人
口
は
減
り
、
そ
の
市
場
は
縮
小

し
て
い

っ
た
。

一
七
五

〇
年
代
に
約
七
万
人
い
た
ポ
ト
シ
市
の
人

口
は
、

一
七
八
〇
年
代
に

は
約
三
万
五
、
○
○
○
人
に
減
少
し
、
オ

ル
ロ
銀
山
も
同
様
に
人
口

が
減

っ
た

(最
盛
期
の
人

口
約
七
万
人
に
対
し
、

一
八
世
紀
半
ば
に

は
約

二
万
人
で
あ

っ
た
)。
し
か
も

ア
ル
ト
ペ
ル
ー
は
、

一
七
七
六

年
に
ペ
ル
ー
副
王
領
か
ら
分
離
し
て
新
設
さ
れ
た
ラ
プ
ラ
タ
副
王
領

　レ
　

の
傘

下

に
編

入

さ
れ

た

。

し

か
し

ペ

ル

ー

で
は

一
七

七

六
年

か

ら

一
八

一
二
年

の
間

に
銀

の

生

産

額

は

お

よ

そ

二
倍

に
増

加

す

る
。

こ
れ

は
、

セ

ロ

・
デ

・
パ

ス

コ
、

ワ

ロ
チ
リ

、

ヤ
ウ

リ

、

ワ

ル

ガ

ヨ
ク

に

お

け

る
銀

鉱

業

の
台

頭

に
よ

る

も

の

で
あ

る
。

一
八
世

紀

の
最

後

の

四
半

世

紀

に

な

る

と

、

リ

マ

の
経

済

力

が

高

ま

り
、

リ

マ
は

経

済

面

で
も

ペ

ル
ー

副

王
領

の

　　
　

中
枢
と
な

っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
リ

マ
商
人

の
活
動
が
あ

っ
た
。
彼

ら
は
リ

マ
市

で
商
人
ギ

ル
ド

(0
8

ω巳
巴

o
)
を
形
成
し
て
海
外
と

　お
　

の
貿
易
を
は
じ
め
ペ
ル
ー
副
王
領
内
の
商
業
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
。

一74一



独
立
期

を
通
じ
て
リ

マ
は
、

ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
反
革
命
の
強

力
な
と
り

で
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
に
は
リ
マ
商
人
が
関
係
し
て
い
る
。

例
え
ば
、

資
金
援
助
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
七
七
七
年
か
ら

一
八

一
四

年

の
間

に
リ

マ
商

人

〔商

人
ギ

ル
ド
審
議
会

(↓
『ぴ
⊆
口
巴

α
巴

O
o
口
ω巳
o
α
o
)〕
が
王
権

に
提
供
し
た
軍
資
金

(寄
付
金
や
貸
付
金

　ヨ

と
し
て
)
の
額
は
五
〇
〇
万
ペ
ソ
以
上
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま

　
　
　

た

数

千

人

か

ら

な

る

軍

隊

を

派

遣

し

王

党

派

を

支

援

し

て

い
る
。

マ
テ

オ

・
ガ

ル

シ

ア

・
プ

マ
カ

ウ

ア
が

歴

史

の
舞

台

に

踊

り

出

る

の
は

、

一
七

八
〇

年

=

月

に

ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ

ル
の

反

乱

が

勃

発

し

た
直

後

の

こ

と

で
あ

る
。

以

下

で
は

、

プ

マ
カ

ウ

ア

の
生

い
立

ち

と

、

ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ

ル

の
反

乱

に
彼

が

い
か

に

対
応

し

た

か

に

つ
い

て
述

べ

る
。

ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ
ル

の
反

乱

で
は

原

住

民

や
植

民

地

人

に
対

す

る

搾

取

・
収

奪

・
不

正

を

追

放

す

る

た

め

に
、

原

住

民

以
外

に
も

ク

リ

オ

ー

リ

ョ

(
ア

メ

リ

カ

生

ま

れ

の

白

人

)
、

メ

ス
テ

ィ

ソ

(
白

人

と

原

住

民

の
混

血

児

)
、

ム

ラ

ー

ト

(
白

人

と

黒

人

の
混

血

児

)
、

黒

　ヨ

人

な

ど

多

様

な

人

々
が

共

に

立

ち

上

が

っ
た
。

こ

れ

に
対

抗

し

て

、

コ

レ

ヒ

ド

ー

ル

(
地

方

行

政

官

)

や
当

局

(
王
党

)
軍

の
側

に
立

っ
て
反
乱

の
鎮

圧

に
奔

走

し

た

の
が

マ
テ

オ

・

ガ

ル

シ

ア

・
プ

マ
カ

ウ

ア

で

あ

っ
た

。

一
七

四

八
年

九

月

二

一
日

に

彼

は
誕

生

す

る

。

カ

ル
カ

・
イ

・
ラ

レ

ス
地

方

チ

ソ

チ

ェ
ー

ロ
村

の

モ

ソ

セ

ラ
ー

テ
聖

母

マ
リ

ァ
教
会

で

モ
グ

ロ
ベ

ホ
神

父

か
ら

洗

礼

を

施

さ
れ

た
。

父

親

の

フ

ラ

ソ

シ

ス

コ

・
プ

マ
カ

ウ

ア
の

死
去

に

よ

り
、

一
七

七

〇

年

一
〇

月

一
四

日
、

同

地

方

同

村

の

カ

シ

ケ
、

司

政

官

(
σQ
o
げ
Φ
ヨ

巴

o
『
)
を

継

ぐ

。

一
七

七

三
年

に

は

原

住

民

中

隊

の
指

揮

　
　
　

官

に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、
早
く
か
ら
軍
人
と
し
て
頭
角
を
現
わ
す
。

カ
ル
カ

・
イ

・
ラ
レ
ス
地
方
は
ク
ス
コ
市
の
北
方
に
位
置
し
、
肥
沃

な
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ャ
ガ
イ

モ

・
穀
物

(
ト
ゥ
モ
ロ

コ
シ
、
小
麦
等
)
・
コ
カ
な
ど
が
豊
富
に
収
穫
さ
れ
、
家
畜

の
飼
育

に
も
適
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
産
物
の
供
給

を
通
じ
て
古
く
か
ら
ク

ス
コ
市
と
結
合
し
て
き
た
。
多
大
な
人
口
を
擁
す
る
ク

ス
コ
市
の
消

　ぬ
　

費
生
活

の
生
命
線
だ

っ
た
と
い

っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
こ
の
地
方

は
ト
ゥ
パ

ッ
ク

・
ア
マ
ル
の
反
乱
に
同
調
し
な
か

っ
た
。
ま
た

一
七

六
五
年
か
ら

一
七
七
九
年
に
か
け
て
各
地

で
多
発
し
た
原
住
民
蜂
起　ヨ

の
記
録
を
み
て
も
、
当
地
で
反
乱
が
起
こ
っ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。

カ
ル
カ

・
イ

・
ラ
レ
ス
地
方
の
原
住
民

の
負
担
を
こ
こ
で
み
て
お

こ
う
。
貢
納

(三

9
8
)
に
関
し
て
ク
ス

コ
司
教
区
の
年
間
平
均
徴

　　

収
額

は

一
人

当

り

六

・
七

六

ペ

ソ

(
法

定

)

と

い
わ

れ

る

の

で
、

こ

れ

に
従

う

と

し

よ

う
。

成

年

男

子

(
一
八

～

五

〇

歳

)
人

口
は

ク

ス

コ
司

教

区

一
四
地

方

の
中

で
最

下
位

(
一
、

一
二

四
人

"

一
七

五

四
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ね
　

年

)

で

あ

り

、

ポ

ト

シ
銀

山

と

ワ

ソ
カ

ベ

リ

カ

水

銀

鉱

山

の

ミ

タ

　　

(
葺

冨

、

賦

役

)

の

義

務

は

免

除

さ

れ

て

い

た
。

レ

パ

ル

テ

ィ

ミ

エ

ン

ト

(
『
Φ
b
霞

ニ
ヨ
δ
口
8

α
Φ

日
Φ
『
o
o
ロ
o
圃
o
。。
、

コ
レ

ヒ
ド

ー

ル
が

カ

シ
ケ

を

通

じ

て
そ

の
支

配

領

域

下

の
原

住

民

に
物

品

を

強

制

販

売

し
、

そ

の
代

価

を

強

制

徴

収

す

る

方

式

)

に

つ

い

て
は

、

成

年

男

子
　　

一
人
当

り
の
年
間
負
担
は

=

・
三
ペ
ソ

(法
定
)
と
算
出
さ
れ
る
。

よ

っ
て
、
貢
納
と
レ
パ
ル
テ
ィ
ミ

エ
ソ
ト
の
合
計
額
は

一
八

・
〇
六

ペ
ソ
と
な
り
、
他

の
地
域
に
比
べ
て
こ
の
地
方
の
負
担
の
程
度
が
相

　　
　

対

的

に

大

き

か

っ
た

と

は

言

い

難

い
。

一
七

八
〇

年

一
二
月

下

旬

。

ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ

ル

の
反

乱

軍

は

ク

ス

コ
市

を

め
ざ

し

て
北

上

し

つ

つ
あ

っ
た

。

ウ

ル

コ

ス

の
地

点

で

デ

ィ

エ
ゴ

〔∪
δ
σQ
o

O
二
。。
8
げ
巴
、

ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ
ル
ーー

ホ

セ

・

ガ
ブ

リ

エ

ル

・
コ
ソ
ド

ル
カ

ソ
キ

(
冒

。・ひ

O
o
げ
ユ
9

0
∪
巳

0
8
～5
ε

一
)

の
義

弟

〕

の
率

い

る

軍

勢

約

六
、

○

○

○

人

が

本

隊

と
別

れ
、

ウ

ル

バ

ソ

バ

川

を

北

上

し

、

ク

ス

コ
市

北

方

の

「
物

資

供

給

地

帯

」

に
進

　
ふ
　

攻

す

る
。

一
二
月

末

、

パ

ゥ

カ

ル
タ

ソ
ボ

、

カ

ル

カ
、

ピ

サ

ッ
ク
、

ユ
カ

イ
、

ラ

レ

ス
、

ウ

ル
バ

ソ
バ
.、

オ

リ

ャ

ソ
タ

イ

タ

ソ
ボ

が
、

デ

ィ

エ
ゴ

軍

の
攻

撃

を

う

け

て
次

々

と
陥

落

し

て

い

っ
た

。

反

乱

軍

本

隊

に
包

囲

さ

れ

た

う

え
、

物

資

の
補
給

を
断

た

れ

た

ク

ス

コ
市

は
パ

ニ
ッ

　
お
　

ク
に
見
舞
わ
れ
る
。

そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
プ

マ
カ
ウ
ア
で
あ
る
。
軍
事
訓
練
を
施
し

て
お
い
た
チ
ソ
チ
ェ
ー
ロ
村

一
帯
の
原
住

民
を
動
員
し
て
当
局
側
に

立

っ
て
参
戦
。
ク
ス
コ
戦
時
委
員
会
が
派
遣
し
た
騎
兵

・
歩
兵
連
隊

と
共
闘
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
兵
姑
を
担
う
こ
と
に
な

っ
た
。

一

七
八
〇
年

一
二
月
三
〇
日
、
ク
ス
コ
の
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
は

「
大
佐
」

　ヨ

の
称
号
を
彼
に
贈

っ
て
い
る
。

ト
ゥ
パ

ッ
ク

・
ア
マ
ル
反
乱
軍
に
対

　む

し
て
プ

マ
カ
ウ
ア
が
指
揮
し
た
戦
闘
や
彼

の
行
動
の
記
録
を
検
討
し

て
み
る
と
、
彼
が
大
勢

の
原
住
民
を
動
員
し
て
終
始
ク
ス
コ
当
局
、

つ
ま
り
地
方
有
力
者
主
体

の
戦
時
委
員
会

の
側
に
立
ち
、
反
乱
軍
に

立
ち
向
か
い
、
反
乱
の
鎮
圧
に
奔
走
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。
特
に

一

七
八

一
年
二
月
二
一二
日
に
ク
ス
コ
に
到
着

し
た
王
党
軍

(大
半
が
白

人
)
に

一
万
四
、
○
○
○
人
を
上
回
る
原
住
民
が
合
流
し
て
討
伐
軍

　ヨ

が
編
成
さ
れ
、
そ
れ
が
動
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
プ

マ
カ
ゥ
ア

が
果
た
し
た
役
割
は
絶
大
だ

っ
た
。
結
局

、
ト
ゥ
パ

ッ
ク

・
ア
マ
ル

ら
反
乱

の
指
導
者

・
幹
部
の
多
く
は
捕
え
ら
れ

(
四
月
六
日
)、
五

　　

月
下
旬
に
ク
ス
コ
市
に
お
い
て
処
刑
さ
れ
る
。
ま
た
デ
ィ
エ
ゴ
ら
の

軍
も

一
七
八
二
年
ま
で
に
ほ
ぼ
鎮
定
さ
れ
、
プ

マ
カ
ゥ
ア
は
ペ
ル
ー

副
王
や
ク
ス
コ
司
教
と
い
っ
た
植
民
地
権

力
者
か
ら
絶
賛
さ
れ
た
の

　
ね
　

で
あ

っ
た
。

と

こ

ろ

で
、

日
常

生

活

に
お

い

て
プ

マ
カ

ウ

ア

は

「
カ

シ

ケ
」
、
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「
司
政
官

」
と
し
て
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
と
結
合
し
た
実
務
家

で
あ

っ
た
。

相
当
な
財
産
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
守
り
収
益
を
増
や
す
の
に

懸
命
だ

っ
た
。
反
乱
鎮
圧

へ
の
貢
献
に
よ

っ
て
獲
得
し
た
信
用
、
と

　お
　

り
わ
け

「
大
佐
」

の
肩
書
は
そ
れ
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
に
な

っ
た
。

反
乱
を
契
機

に
彼
は
、
社
会
的
に
い
ち
だ
ん
と
有
利
な
立
場
に
立

っ

た
の
で
あ
る
。

H

植
民
地
時
代
末
期
ペ
ル
ー
の
社
会
状
況

植
民
地
時
代
末
期
ペ
ル
ー
南
部
に
お

い
て
国
庫
収
入
の
増
大
を
め

ざ
す
王
権
が
最
も
重
要
視
し
た
の
は
、
ア
ル
カ
バ
ラ

(巴
8
げ
巴
o
、

販
売
税

)
と
原
住
民
か
ら
徴
収
す
る
貢
納
で
あ

っ
た
。
と
い
う
の
も
、

一
七
八
〇
年
代
初
め
の
大
反
乱
の
後
、

ア
ル
カ
バ
ラ
の
徴
収
体
制
が

整
備

・
拡
充
さ
れ
、
ま
た
原
住
民
の
支
配
機
構

の
う
ち
レ
パ
ル
テ
ィ

ミ
エ
ソ
ト
制
の
廃
止
と
鉱
業
の
衰
退
に
伴
う
ミ
タ
の
規
模
縮
小
に
よ

　　
　

り

貢

納

が

見

直

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ
た

か

ら

で
あ

る

。

以

下

で

は

、

カ

ル

ロ

ス

三

世

(
O
o
二
〇
ω
日

、

在

位

一
七

五

九

～

　を

八
八
)
の
改
革

(
一
七
六
三
～

八
七
年
)、
特
に
行
政
機
構
の
改
革

と
自
由
貿
易
政
策
が
ペ
ル
ー
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
ク
ス
コ
や
ア

レ
キ
パ

の
地
域
を
対
象
と
し
な
が
ら
検
討
し
、
ク
リ
オ
ー
リ
ョ
へ
の

反
響
や
王
権
に
よ
る
原
住
民
の
抑
圧
、
搾
取
の
実
態
と
そ
の
結
末
に

つ
い

て

み

て

み

た

い
。

1

行

政

機

構

の
改

革

と

自

由

貿

易

の
影

響

(
1
)

行

政

機

構

の
改

革

こ
れ

に
関

し

て
は
、

一
七

八
四

年

七

月

の

コ

レ

ヒ
ド

ー

ル
制

の
廃

止

と

そ
れ

に
代

わ

っ
て
導

入
さ
れ

た

イ

ソ
テ

ソ
デ

ソ
テ

(
ぎ
8
ロ
α
Φ
ロ
冨
、

監

察

官

)
制

に
ま

ず

注

目

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

ペ

ル
ー
副

王

領

は

リ

マ
を

頂

点

に
、

ト

ル

ヒ
ー

リ

ョ
、

タ

ル

マ
、

ワ

ン
カ

ベ
リ

カ

、

ワ

マ

ソ

ガ
、

ア

レ

キ

パ

、

ク

ス

コ
の

七

っ
の

イ

ソ

テ

ソ
デ

ソ

シ

ア

(
ぎ

8
巳

Φ
コ
o
冨
、

監

察

官

領

、

一
七

九

六

年

二
月

一
日
付

で
プ

ー

ノ

が

追

加

さ

れ

八

つ
と

な

る
。

地

図
参

照

)
か

ら
構

成

さ

れ

た

(
ラ

プ

ラ

タ
副

王
領

へ
の

イ

ソ
テ

ソ
デ

ソ

テ
制

の
導

入

は

一
七

八

二
年
。

ア

ル

ト

ペ

ル
ー

は

ラ

パ

ス
、

ラ
プ

ラ

タ

、

ポ

ト

シ
、

コ
チ

ャ
バ

ソ
バ

の

四

つ

の

イ

ン

テ

ソ
デ

ン

シ

ア

か

ら

な

っ
た

)
。

イ

ソ

テ

ソ
デ

ソ

テ

(
王

室

は

こ
れ

に
権

力

を
集

中

さ

せ

た

)

が

各

イ

ン
テ

ソ
デ

ン

シ

ア

を

管

轄

す

る

こ

と

に

な

っ
た
。

コ

レ

ヒ

ド

ー

ル
が

支

配

し

て

い
た

「
地

方

(
b
『
O
<
一コ
O
一〇
)
」

は

「
地

区

(
b
碧

怠
α
o
)
」

と

改

称

さ

れ

、

イ

ソ

テ

ソ
デ

ソ
テ

が
任

命

し

た

ス
ブ

デ

レ

ガ
ー

ド

(
ω
仁
げ
α
9
Φ
σq
o
α
o
、

監

察

官

代

理
。

行

政

、

徴

税
、

司

法
、

公

安

を

司

る
権

限

を
与

え

ら

れ

た

が

、

か

つ
て

の

コ

レ

ヒ
ド

ー

ル

に
比

べ

る
と

、

そ

の
権

限

は

き
　
お
　

わ
め
て
弱
い
状
態
に
止
め
ら
れ
た
)
の
管
轄
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
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こ
れ
を
図
式
化
し
て
示
す
な
ら
ば
、
か

つ
て
の
原
住
民
支
配
機
構

で

あ

る

王

室

1
ー

コ
レ

ヒ
ド

ー

ル

ー

カ

シ

ケ

ー
↓

共

同

体

員

は

、

王

室

1
ー

イ

ソ

テ

ン
デ

ソ

テ

ー
↓

ス
ブ

デ

レ

ガ

ー

ド

ー

↓

カ

シ

ケ

　
　
　

 1
↓

共

同

体

員

に
変

わ

っ
た

こ
と

に

な

る
。

こ

の

イ

ソ

テ

ソ
デ

ソ

テ
制

の
特

徴

は

、

「
司

教

区

」

に

ほ

ぼ

匹
敵

す
る
広
大
な
行
政
体
で
あ
る

「
イ
ソ
テ
ン
デ
ソ
シ
ア
」
を
築
き
は
し

た
け
れ
ど
も
、
結
果
的
に
各

「地
区
」
お

い
て
王
権
が
著
し
く
弱
体

　ゆ
　

化
し
た
点
に
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、

コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
制
の
廃
止

が

「
地
区
」
レ
ベ
ル
に
お
け
る
権
力
の
分
散
化
を
引
き
起
こ
し
た
こ

と

で
あ

る
。

特

に

ス
ブ

デ

レ
ガ

ー

ド

、

カ

シ
ケ

、

司
祭

i

「
教

権

」

レ
ベ
ル
で
は
各

「
地
区
」
は
司
祭
の
管
理
す
る
複
数
の
教
区
に
分
か

れ

て
い
た

の
間
に
、
原
住
民

の
余
剰
を
め
ぐ

っ
て
権
力
闘
争

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

〔や
が
て
カ
ビ
ル
ド

(o
o
げ臨
α
o
、

市
参
事
会
)
の
メ
ソ
バ
ー
を
も
巻
き
込
む

〕。
そ
れ
は
ま
ず
、
貢
納

と
教
会
収
入
を
め
ぐ
る
ス
ブ
デ
レ
ガ
ー
ド
と
司
祭

の
対
立
と
な

っ
て

　も

噴

火

す

る

の

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

ク

リ

オ

ー

リ

ョ
の
利

益

を

代

弁

す

る

機

関

で
あ

っ
た

カ

ビ

ル
ド

は

、

旧

コ
レ

ヒ
ド

ー

ル
制

の
下

で

は

一
般

に
行

政

上

の
問

題

を
審

議

す

る

機

関

と

し

て
は

力

が

弱

か

っ
た
。

し

か

し

イ

ソ

テ

ソ

デ

ソ

テ
制

の
下

で
は

活

動

の
余

地

が

増

え

た

こ

と
を

こ

こ

で
想

起

し

　ま

て
お

き

た

い
。

次

に
当

時

の
ペ

ル
ー
副

王

領

に

お

け

る
人

口
分

布

を

み

て
お

こ

う
。

第

1
表

は

一
七

九

一
年

の

人

口
分

布

を

示

し

た

も

の

で
あ

る
。

副

王

領

の
白

人

人

口
の
分

布

を

イ

ソ
テ

ソ
デ

ソ

シ

ア
別

に
多

い
方

か

ら
挙

げ

る
と
、

ア

レ
キ
パ
を
第

一
位

に
、

ク

ス

コ
、

リ

マ
、

ト

ル

ヒ
ー
リ

ョ
、
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タ

ル

マ
、

ワ

マ

ソ
ガ

、

ワ

ソ
カ

ベ
リ

カ

の
順

と

な

る
。

特

に

ア

レ

キ

パ

の

イ

ソ

テ

ソ
デ

ソ

シ

ア

に

白

人

が

最

も

集

中

し

て

い
た

(
ペ

ル
ー

副

王
領

全

体

の
約

二
九

%

。

こ

れ

に
ク

ス

コ
の

イ

ソ

テ

ソ
デ

ソ

シ

ア

の
白

人

人

口
を

加

え

る

と
、

全

体

の

五

二
%

を

占

め

る

)

こ
と

に
注

目

し

た

い
。

ま

た

そ

の
白

人

人

口

の
多

く

は

ア

レ
キ

パ

地

区

、

特

に

ア

レ

キ

パ

市

に

集

中

し

て

い

た

の

で

あ

る

(
第

2
表

)
。

原

住

民

人

口
の

分

布

で

は

、

ク

ス

コ
を
筆

頭

に
、

ト

ル

ヒ
ー

リ

ョ
、

タ

ル

マ
、

ア

レ
キ

パ

が

こ
れ

に
続

く
。

ク

ス

コ
の

イ

ソ

テ

ソ
デ

ソ

シ

ア
は

、

ク

ス

コ
司

教

区

を

構

成

し

て

い
た

か

つ
て

の

一
四
地

方

の
う

ち

、

カ

ラ

バ

ヤ

、

ラ

ソ
バ

、

ア
サ

ソ

　ゐ
　

ガ

ロ
を

除

く

一

一
地

区

か

ら

な

っ
た
。

そ

の

人

口
構

成

(
一
七
九

一

年

)

は

第

3

表

の
如

く

で
あ

る

。

白

人

人

口

の

二
分

の

一
以

上

が

ク

ス

コ
地

区

(
ク

ス

コ
市

を

含

む

)

に
集

中

し

て

い
た

こ
と

が
わ

か
る

。

ま

た

一
七

八
七
年

に

は

ク

ス

コ

・
ア
ウ
デ

ィ

エ

ソ
シ

ア

(〉
⊆
&
①
口
o
置
、

　
　
　

聴

訴

院

)
が

新

設

さ

れ

た
。

ト

ゥ

パ

ッ
ク

・
ア

マ

ル

の
反

乱

の
舞

台

と

な

っ
た

ク

ス

コ
地

域

で
は

、

反

乱

の
後

、

王

権

の
支

配

が
強

化

さ

れ

、

ク

ス

コ

・
ア

ウ

デ

ィ

エ
ソ

シ

ア
は

シ

エ
ラ
南

部

に

お

け

る

王
党

　お
　

派
の
拠
点
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

(
2
)

自
由
貿
易
の
影
響

「
自

由
貿
易
」
の
目
的
は

ス
ペ
イ
ソ
本
国
の
発
展
を
め
ざ
す
も
の

で
あ

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
発
展
で
は
な
か

っ
た
。
王
権
は
国
庫
収
入

の
増
加
に
向
け
て
湛
進
す
る
。
ジ
ョ
ソ
・
リ
ソ
チ
は
、
自
由
貿
易
の

結
果
、

一
七
八
二
～
九
六
年
の
僅
か

一
五
年
間
に
ス
ペ
イ
ソ
か
ら

ス

ペ
イ
ソ
領
ア
メ
リ
カ

へ
の
年
間
平
均
輸
出
額
が
約
四
倍
に
上
昇
し
た

　
あ
　

と
指
摘
し
て
い
る
。
ペ
ル
ー
副
王
領
に
お

い
て
も
自
由
貿
易
の
影
響

は
顕
著
に
現
わ
れ
た
。
例
え
ば
、

一
七
七

五
～
七
九
年
の
五
年
間
に

ペ
ル
ー
副
王
領
に
輸
出
さ
れ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
商
品
の
価
格
は
二
、
三

八
三
万
八
、

一
八
三
ペ
ソ
で
あ

っ
た
が
、

一
七
八
五
～
八
九
年

に
は

四
、
二
〇
九
万
九
、
三
=
ニ
ペ
ソ
を
記
録
し
た
。
ペ
ル
ー
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
の
輸
出
品

(
一
七
八
五
～
八
九
年
)

の
九
〇
%
は
銀
を
主
体
と

　ゼ

す
る
貴
金
属
で
あ
り
、
残
り
の

一
〇
%
は
第

一
次
産
品
で
あ

っ
た
。

次
に
ラ
プ
ラ
タ
副
王
領
、
と
り
わ
け
ア

ル
ト
ペ
ル
ー
と
の
関
係
に

目
を
向
け
た
い
。

一
七
七
八
年
の

「
自
由
貿
易
勅
許
」
の
発
布
と
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
の
開
港
を
契
機
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
人

や
商
品
が
同
港
を
経
由
し

　
も
　

て
ラ
プ
ラ
タ
副
王
領
に
本
格
的
に
流
入
し
始
め
た
。
例
え
ば
、
ラ
プ

ラ
タ
地
域
の
白
人
人

口
は

一
七
七
八
年
の

一
年
間
に
従
来
の
約

二
・

　タ

三
倍
に
増
加
し
た
。
商
品
の
流
入
に
関
し

て
は
、

一
七
七

二
～
七
六

年
の
五
か
年
間
に
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
港

に
入
港
し
た
船
舶
が
僅
か

五
隻
だ

っ
た
の
に
比
べ
、

一
七
九

二
～
九
五
年
に
は
三
九
五
隻
が
入
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第1表 ペルー副王領 におけ る人 口=構成(1791年)

(人口の単位 人)

イ ソテ ソデ ソシア 村落数 全 人 口 原住 民 メスティソ スペイソ人 ム ラ ー ト 黒 人 その他

ア レ キ パ 84 136,801 …1・ 17,797 39,357 7,003 5,258 777

ク ス コ 134 216,382 159,105 23,104 31,828 993 284 1.:

ワ マ ソ ガ 135 111,559 75,284 29,621 5,378 943 30 303

ワソカペ リカ 88 30,91? 23,899 4,537 2,341 一
41 99

リ マ 181 149,112 63,181 13,747 22,370 17,864 29,763 2,187

タ ル マ 206 201,259 105,187 78,682 15,939 844 236 371

トル ヒー リ ョ 149 230,967 115,647 76,949 19,098 13,757 4,?25 ?91

合 計 977 1,076,997 608,912 244,43? 136,311 41,404 40,337 5,596

出 所FranciscoPiniRodolfi,"Lapoblaci6ndelPer丘alolargodeunsiglo:

1785-1884,"enWashingtonPatinoetal.,Informe鹿 翅og76戸oo,Peru(Lima,1970),

P.20.

第2表1792年,ア レ キ パ 地 区 と ア レキ パ 市 の 人 種 構 成

アレキパ地区 ア レキパ市

人 数 全体に占める割合 人 数 全体に占める割合
人種 ・社会的地位 (単位:人) (%) (単位:人) (%)

スペ イソ人* 22,882 .1 15,737 71.4

メ ステ ィ ソ 5,228 13.9 4,129 18.?

原住民 5,872 15.6 一 一

自由身分の黒人 603 1.6 580 2.6

黒人奴隷 751 2.0 658 3.0

自由身分の ムラー トとサ ソポ 1,763 4.7 420 1.9

ムラー トとサ ソボの奴隷 531 1.4 506 2.3

合 計 37,630 100.0 22,030 …

*「 スペ イ ソ人 」 は ク リオー リ ョを含 む 。

出所Brown,op.cit.,p.32.

第3表 クス コの イ ソテ ソデ ソシ ア11地 区 の人 口構 成(1791年)

(人 口 の単 位 人)

地 区 教区数 村落数 全人 「]原住民 メ ステ ィ ソ スペ イソ人 ム ラー ト 奴隷 その他

ク ス コ 8 一 32,082 14,254 53 16,122 646 203 804

ア バ ソ カ イ 9 8 25,259 18,419 4,739 1,937 50 81 33

ア イ マ ラ エ ス 16 34 15,281 10,782 一 4,474 一 一 24

カル カ ・イ ・ラ レス 5 6 6,199 5,519 320 347 一 一
13

ウ ル バ ソ バ 6 4 9,250 5,164 3,194 835 『 一
57

コ タ バ ソ バ ス 13 14 19,824 18,237 1,382 186 一 一 19

パ ル ロ 9 19 20,236 15,034 2,?33 2,331 11? 一 21

チ ュ ソ ビ ビ ル カ ス 11 12 15,973 11,475 一 4,471 一 一 27

テ ィ ソ タ 11 13 34,968 29,045 5,420 324 152 一 27

キ ス ピ カ ソ チ ス 10 16 24,33? 19,94? 4,306 37 21 一 26

パ ウ カ ル タ ソ ボ 4 8 12,973 11,229 957 ?64 7
一 16

合 計 102 134 ・ ・.f 15A,106 23,104 31,828 993 284 1067*

*第1表 で は 「1,068」 とあ る が,「1,067」 は修 正 した 人数

出所PiniRodolfi,op.cit.,p.22.
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　ロ
　

港
し
た

こ
と
か
ら
も
、
そ
の
規
模
の
高
ま
り
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
ま

た
こ
の
商
品
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
特
に
ス
ペ
イ
ソ
製

の
織
物
類
の

占
め
る
割
合
が
大
き
か

っ
た
。

こ
う
し
て
な
だ
れ
込
ん
だ
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
商
品
は
や
が
て
ア
ル
ト
ペ
ル
ー
に
浸
透
し
、

ペ
ル
ー
副
王
領
の
南

　
ね
　

部

一
帯

に
も

達

し

た

の

で

あ

る
。

一
方

、

ク

ス

コ
の
イ

ソ
テ

ソ
デ

ン

シ

ア
経

由

で

ラ
プ

ラ
タ

副

王

領

に
運

ば

れ

た
商

品

の
規
模

や
構

成

を

一
七

九
〇

年

の
記

録

(第

4
表

)

で

み

る

と

、

そ

の

規

模

は

七

三

万

四
、

五
〇

五

ペ

ソ

(
年

間

)

で
あ

り
、

内

容

の
点

で
は

織

物

類

が

主

柱

を

な

し

て

い
る
。

ま

た

フ

ロ
ー

レ

ス

・
ガ

リ

ソ
ド

が

示

し

た

ク

ス

コ
産

品

の
輸

出
額

に

よ

れ

ば

、

ク

ス

コ

の

オ

ブ

ラ

へ

(
o
げ
鑓

冨

、

織

物

工

場

)

や

チ

ョ
リ

ー

リ

ョ

(
O
ず
O
『
『
一=
O
)
産

の
織

物

の
割

合

は
約

七

三
%

と

算

出

さ

れ

て

い

る
。

ま

た

一
七

九

三
年

頃

に
ポ

ト

シ
市

場

へ
運

ば

れ

た

ク

ス

コ
産

品

に
占

　ヨ

め
る
織

物
の
割
合
は
七
八
%
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
ク
ス

コ
地
域

の
主
要
生
産
物
は
織
物

で
あ

っ
た
こ
と
が
は

っ
き
り
す
る
。

と
こ
ろ
で
、

ア
ル
ト
ペ
ル
ー

へ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
商
品
は
ブ

エ
ノ

ス
ア
イ

レ
ス
港
を
通
じ
て
の
み
入

っ
た
の
で
は
な
い
。
太
平
洋
岸
か

ら
も
膨
大
な
量
の
海
外
か
ら
の
商
品
が
流
れ
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ

　お
　

の
商
品

の
輸
入
元
は
リ

マ
商
人
で
あ

っ
た
。
だ
が
輸
送
面
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
の
は
ア
レ
キ
パ
商
人
で
あ
る
。

こ
の
背
景
に
は
、

新
副
王
領
傘

下
に
入

っ
た

ア
ル
ト
ペ
ル
ー

市
場
か
ら
の

利
益
の
低
下

を
懸
念
し
た

リ
マ
商
人
が

ア
レ
キ
パ
商

人
と
の
結
合

強
化
を
図
り
、

利
益
の
喪
失

に
対
抗
し
た

と
い
う
事
情

が
あ

っ
た
。

リ
マ
ー

ア
レ

キ
パ
枢
軸
の

　ロ
　

形
成
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は

ア
レ
キ
パ
市

の
も
つ
地
理

第4表1790年,ク スコのイソテ ソデソシアか らラプラタ副王領への輸出品

生産物(規 模) 単位当リ価格 市場価格(ペ ソ) 全体の割合(%)

オブ ラへ産 のフラソネル の一種(65万5,200バ ラ) 4レ アル 327,600 44.6

砂 糖(2万3,720ア ロー バ) 5ペ ソ 118,600 16.2

トウモ ロ コシ(1万4,000フ ァネ ガ) 5ペ ソ 70,000 9.5

粗綿 布(tocuyos)(12万 バ ラ) 3レ アル
一111 6.1

衣 類(11万2,800バ ラ) 21/2レ アル 35,250 4.8

羊 毛(1,200ア ロー バ) 25ペ ソ 1111 4.1

他の生産物 108,055 14.7

合 計 734,505 100.0

1バ ラ=o.84メ ー トル/1ア ロ ー バ=11.5kg/1フ ァ ネ ガ=122kg

出 所M6rner,Perfil...,p.93./そ の 他,AlbertoFloresGalindo,Arequipia.velsπ7

///510XVIII-XX(Lima:EditorialHorizonte,1977),pp.20-21,p.25./Magnus

Morner,"SomeCharacteristicsofAmericanStructureintheCuzcoRegion

towardstheEndoftheColonialPeriod,"BoletindeEstudiosLatinoamericanosy

delCaribe,Vo1.18(Amsterdam,1975),p.26.参 照 。
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的
位
置

と
も
関
係
が
あ
る
。
同
市
は
沿
岸
部
と
シ
エ
ラ
南
部
を
結
ぶ

　
あ
　

広
大
な
空
間

の
中
の

一
大
拠
点
で
あ

っ
た
。

一
方
、

一
八
世
紀
の
ア
レ
キ
パ
地
域
で
は
、
ビ
ト
ル
谷
、

マ
ヘ
ス

谷
、
モ
ケ
グ

ア
谷
に
代
表
さ
れ
る
如
く
河
川
の
流
域
に
立
地
し
た
ブ

ド
ウ
園
か
ら
生
産
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
を
原
料
と
す
る
ブ
ド
ウ
酒
と
そ
の

蒸
溜
酒

で
あ
る
ブ
ラ
ソ
デ
ー
の
シ
エ
ラ
南
部
諸
都
市

(ク
ス
コ
、
ラ

パ
ス
、
ポ
ト
シ
等
)

へ
の
供
給

に
よ

っ
て
、
そ
の
経
済
発
展
が
促
さ

れ
、
白
人
の
地
主
や
商
人
の

一
大
勢
力
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ

　
め
　

は
別
稿

に
お
い
て
既

に
述
べ
た
。
植
民
地
時
代
末
期
に
お
い
て
も
事

　げ
　

態
は
変
わ

っ
て
は
い
な
か

っ
た

(第
5
表
参
照
)。
ア
レ
キ
パ
地
域

の
農
産
物

の
年
間
平
均
生
産
額
は
、

こ
う
し
た
酒
類
の
他
に
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
小
麦
等
の
穀
物
、
砂
糖
、
野
菜
や
果
物
を
含
め
て
二
〇
〇

　
お
　

万
ペ
ソ

(
一
七
九
六
年
)
に
も
達
し
、
そ
の
多
く
が
シ
エ
ラ
南
部
に

運
ば
れ

た
の
で
あ
る
。
農
園
主
や
商
人
か
ら
な
る
ア
レ
キ
パ

・
オ
リ

ガ
ル
キ
ー

(寡
頭
支
配
集
団
)
に
と
っ
て
シ
エ
ラ
南
部
は
重
要
な
市

　
お
　

場

で
あ

っ
た
。

ア

レ

キ

パ

・
オ

リ

ガ

ル
キ

ー

は

「
二
〇

家

族

」

に
代

表

さ

れ

、

な

か

で

も

ゴ

イ

エ
ネ

チ

ェ

(
O
o
《
Φ
コ
Φ
o
ゴ
Φ
)
家

/

バ

レ
ダ

(
切
o
凌

Φ
畠
o
)
家

(
図

1

)
、

コ

シ

オ

(
O
o
。。
。。
δ

)
家

/

メ

ナ

ウ

ト

(
]≦
Φ
8

三

)
家

(
図

2

)
、

ト

リ

ス
タ

ソ

(↓
二
ω
ぷ

口
)
家

(
図

3

)
、

デ

・
ラ

・
フ

エ

ソ
テ

(
α
Φ

一〇

閃
一」
Φ
=
梓①
)
家

な

ど

が

想

起

さ

れ

る

と

　お
　

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
商
品
流
通
の
拡
大
に
よ
っ
て
ペ
ル
ー
副
王
領
に
お
け
る

ア
ル
カ
バ
ラ
は
急
増
し
た
。
ク
ス
コ
司
教
区
で
は
、

一
七
七
〇
年
代

一
〇
か
年
間
の
ア
ル
カ
バ
ラ
徴
収
額
は
三
三
万
三
、
七
七
五
ペ
ソ
だ

っ

第5表 アレキパのイ ソテソデソシアの3渓 谷におけ るブ ドウ酒生産

(単位:ボ テ ィハ)

漕 モ ケグア谷 マヘ ス谷 ビ トル谷

1784 190,379 72,108 67,018

1786 279,354 72,285 72,542

1796 309,587 152,556 110,893

1799 306,61? 167,349 105,935

1804 275,000 120,000 ・1111

出 所Wibel,op.cit.,p.63.

第6表175(3-1809年,ク ス コ財 政府 の アル カ バ ラ徴 収 額 の変 化

年代(10ヵ 年)
徴 収 額

(単位:ペ ソ)
指 数

(17姻9年=100)

1750-1759 201,638 9?

1760-1769 316,598 152

1770-1779 333,775 160

1780-1789 1,334,174 639

1790-1799 812,890 389

:11:1・ 791,509 379

出 所Golte,op.cit.,p.33.
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従
属
を

い
ち
だ
ん
と
強
化
さ

国

へ
の

ア
メ
リ
カ
植
民
地
の

自
由
貿
易
は
ス
ペ
イ
ソ
本

一
七
七
〇
年
代
の
お
よ
そ
二
・

　

四
倍
を

記
録
し
て
い
る
こ
と

図

　
ロ
　

が

わ

か

る

。

し
低
下

す
る
が
、
そ
れ
で
も

○
○
年
代
で
は
徴
収
額
が
少

る

。

一
七

九

〇

年

代

、

一
八

の

=
二
倍
に
あ
た
る
の
で
あ

ペ

ソ

)

と

比

較

す

る

と

、

そ

カ

バ

ラ

(
五

万

二
、

七

九

四

ミ
エ
ソ
ト
法
定
代
価
の
ア
ル

「
一
四
地
方
」

の
レ
パ

ル
テ

ィ

バ レダ家/ゴ イ エ ネチ ェ家 の系 図

し

て

、

こ

れ

を

か

つ

て

の

五
か
年
当
り
の
平
均
に
換
算

昇

し

て

い

る

(
第

6

表

)
。

七
四
ペ
ソ
と
約
四
倍
に
上

○
か
年
間
で
は

一
三
三
万
四
、

た
が
、

一
七
八
〇
年
代

の

ブ スタマ ソテ ・ ベナ ビデス

デ ィエス ●カ ソセ コ(地 主)

マ ヌエル

(地 主)

1730

ニ コラス ・パ レダ・=ホセ フ ァ ・ペ ナ ビデ ス ・モ スコー ソ

フア ソ ・ホセ

1770

ゴイエネチ エ

(商 人,地 主)

ホセ ・セ バスチ ャ ソ マ リア

(司 教,大 司教)(未 婚)

マ リアナ

(修道女)

フラ ソシス コ ホセ ファ

(王室 役人)(修 道 女)

1804

マ リア ・サ ソ トス ・=ペ ドロ ・バ レ ダ ・ブ ス タマ ソ テ

(地主)

1825

マ リア ノ ・ブ ラス ・eマ ヌエラ

デ ・フ ・フエ ソデ

(法 律家,役 人)

ホセ ・

マ ヌエル

(軍 人,

グア キ伯)

ペ ドロ ・マ リア ノ

(王 室 役人)

1825

プア ソ ・マ リア ノ=マ リア ・サ ソ トス ・ガ ミオ

(商 人,地 主)

マ ヌエル

(司 教)

マ ヌエル ・フェルナ ソデス ・

ア レ ドソ ド

(商 人)

クララ=イ グナ シオ ・ノボア ・ベナ ビデス

(地 主)

出 所Wibel,op.cit.,p.481.
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せ
、

新

た

な

問

題

を

引

き

起

こ
す

。

大

量

に
押

し
寄

せ

て
き

た

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

商

品

の

う

ち

の
多

く

は
織

物

類

で
あ

っ
た

が

、

こ

れ

は

、

ク

ス

コ
地

域

に

お

い

て

生

産

さ

れ

た

ロ
バ

・
デ

・
ラ

・
テ

ィ

エ

ラ

(
8

b
o

α
Φ

一〇

け
一Φ
旨

o
、

土

着

の
荒

織

物

)

と

の
競

合

を

招

く

。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
製

品

は

土

着

の
織

物

に
比

べ

て
良

質

で

あ

り

、

し

か

も
安

価

だ

っ
た

か

ら

、

ク

ス

コ
産

の
織

物

は

市

場

競

争

に

敗

れ

、

そ

の
売

れ

行

き

が
急

激

に
低

下

し

た

。

そ

れ

に
引

き

替

え

、

ペ

ル

ー

や

ア

ル
ト

ペ

ル
ー

の
市

場

で
は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

産

の
織

物

が

温

れ

て

い
た

と

い

う
。

ク

ス

コ
地

域

の
オ

ブ

ラ

へ
は

　お
　

壊
滅
的

な
打
撃
を
被
り
、
斜
陽
化
を
辿

っ
た
。
ク
ス

コ
地
域

の
産
業
構
造
の
脆
弱
さ
が
露
呈
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
点
は
、
リ

マ
の
大
商
人
層
と
固
く
結
び

つ
き
、

比
類
を
み
な
い
酒
類
の
生
産
と
輸
出
に
も

っ

ぱ
ら
立

脚
し
て
い
た

ア
レ
キ
パ
地
域

ア
レ
キ

パ
市
の
最
有
力
商
人
に
し
て
ア
レ
キ
パ
平
野
や
マ
ヘ

ス
谷

に
農
園
を
営
む

マ
テ
オ

・
コ
シ
ォ

(ζ
碧
Φ
o

O
o
ωωδ
、

ス
ペ
イ
ソ

・
サ
ソ
タ

ン
デ
ー
ル
出
身
。
図

2
参
照

)
は
、

一
八
〇
四
年
に
ブ
ラ
ソ
デ
ー
と
ブ
ド

コ シオ家/メ ナ ウ ト家 の系 図図2

173

マテ オ ・コシオ =ホ アキ ナ ・ウル ピカ イソ フ ラソシス コ 。メナ ウ ト=ア グエ ダ ・イ ダル ゴ

ノ ・ホ セ

(王室役人)

794

e ホ セ ・ミゲ ル ・

}

マ ヌエル ・ホセ マ リア

メナウ ト
(司祭) (地主)

(商 人,ス ブデ

レガー ド)

-

カ

(商人)

マテ オ ・ホア キ ソ マ ヌエ ラ ボセ

(司祭)

1820

・マ リア ノeア ス セ ソ シ オ ソ ・

ブ ス タ マ ソ テ ・ デ ・ラ ・

海軍軍人)フ エソテ
1791

ホセ

(地 主,

マ グダ レナ=ラ イム ソ ド・グテ ィエ レス …… ル イス ・グテ ィエ レス=マ ヌエ ラ ・デ ・

1デ ・オテ ロ1ラ.フ エ ソテ

ア ソ トニ オ ・グ テ ィエ レ ス ・

1817デ ・ラ ・フ エ ソテ

リア=ル イ ス ・ガ ミオ

(商人)

(将官,長 官)

 

筋
マ

役人

ドミソゴ

(修道 女)

出 所Wibe1,0p.CZ't.,p.484.
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ウ
酒
の
生
産

・
販
売
が
ア
レ
キ
パ
の
全
経
済
を
支
え
て
い
る
と
述
べ

　お
　

た
ー

の
場
合
と
決
定
的
な
相
違
を
な
し
て
い
る
。

2

貢

納

植
民
地
時
代
末
期
に
ペ
ル
ー
副
王
領
か
ら
の
貢
納
徴
収
額
は
上
昇

　ロ
　

を
遂
げ
た
。
貢
納
徴
収
額
の
規
模
は
原
住
民
成
年
男
子
人
口
に
左
右

さ
れ
た
か
ら
、
全
イ
ソ
テ
ン
デ
ソ
シ
ア
の
中
で
原
住
民
人
口
の
規
模

が
首
位
を
占
め
た
ク

ス
コ
の
イ
ソ
テ
ソ
デ
ソ
シ
ア

(第
1
表
)
か
ら

の
徴
収
額
が
ペ
ル
ー
副
王
領

に
お
い
て
最
高
だ

っ
た
の
は
当
然
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
ク
ス
コ
地
域
に
お
け
る
貢
納
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
貢
納
の
徴
収
径
路
を
示
す
と
、
ク
ス
コ
の
イ
ソ
テ
ソ
デ
ソ
シ

ア

一
一
地
区
の
各
地
区
に
お
い
て
ス
ブ
デ
レ
ガ
ー
ド
は
、
イ
ソ
テ
ソ

デ

ソ
テ
の
命
令

に
よ
り
カ
シ
ケ
を
通
じ
て
原
住
民
成
年
男
子
か
ら
貢

　
お
　

納
を
徴

収
し
、
そ
れ
を
財
務
府

(O
o
冨

国
①
巴
)
に
納
入
し
た
。

そ

れ
ゆ
え
、
ク
ス
コ
財
務
府
の
記
録
か
ら
貢
納
徴
収
額
の
お
お
よ
そ
の

傾
向
を
知
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
ク
ス
コ
地
域
で
は
第
7
表
の
如

く
、

一
七
七
〇
年
代

一
〇
か
年
間
の
貢
納
徴
収
額

(
八
三
万
三
、
八

九
九
ペ
ソ
)
の
指
数
を

一
〇
〇
と
す
れ
ば
、

一
七
九
〇
年
代

一
〇
か

年
間

(
二
八
四
万
六
、
四

一
一
ペ
ソ
)
の
指
数
は
三
四

一
へ
と
著
し

く
上
昇

し

て
い
る
。
こ
の
増
額
分
l
l

五
か
年
平
均

に
換
算
す
る

と

、

一
〇

〇

万

六

、

二

五

六

ペ

ソ

ー

は

、

か

つ
て

の

「
一
四
地

トリス タ ソ家 の 系 図図3

プア ソ ・ホセ ・モ ス コー ソ

(軍 人)

1790

・=カ タ リナ ・

ブ ス タ マ ソテ ・

1813

ホ セ ・ガ プ リエル ・

モ ス コー ソ

(イ ソテ ソデソテ)

デ ィエ ス ・カソセ コ

 

ソホセ ・ボアキ ソ

ドミソゴ ・トリスタ ソ

(王室 役人)

1759

・ トリスタ ソ=マ リア ・メルセ デス ・モス コ

ソヘ ラ=マ ヌェル グ レゴリオ ・リベ ロ

(地主)

(マ ー ス谷の地主)1・ ペ レス'オ ブ リタス

1

セ ・マ ヌエル

(司 祭)

1785

マ ヌエル ・

フ ロー レス

(法 律家)1809

=ペ トロニ ラ

1

マ リア ノ

(法 律家)

1
フ ローラ

(庶 子)

ドミソゴ ・

トリス タソ

(地 主,長 官)

ア

ホ

ピオ ・トリスタ ソ

(地 主,

イソテ ソデ ソテ)

ボ アキナ=

ビ トリアeホ セ ・エ チェニ ケ

(軍 人,ペ ルー大統領)

出 所Wibel,op.CZ.t.,p.494.
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方
」

の
レ
パ

ル
テ
ィ
ミ

エ
ン
ト
法
定
代
価

(
=
一=

万
九
、
八
五
〇

ペ
ソ
、

五
か
年
当
り
)
の
約
七
六
%

に
相
当
し
、
ま
た
こ
れ
に
課
せ

ら
れ
た

ア
ル
カ
バ
ラ

(
五
万
二
、
七
九
四
ペ
ソ
)
の
約

一
九
倍
に
あ

た
る
。

一
八
〇
〇
年
代

の

一
〇
か
年
間

に
お
い
て
も
貢
納
徴
収
額
の

第7表1760-1809年,ク ス コ財政府の貢納徴収額 の変化

年 代

(単位一10ヵ年)
徴 収 額

(単位:ペ ソ)

指 数

1770-79年=100

・1・ ・ 634,408 76

1770-79 833,899 100

1780-89 1,898,537 228

1790-99 2,846,411 341

:11!・ 2,300,000 276

出所Golte,op.cit.,p.35.

第8表 クス コの イ ソテ ソデ ソ シ ア11地 区 か らの貢 納 徴 収額(1786年)

(年 間,単 位:ペ ソ)

*
端
数

(
レ
ア
ル
)
は
切
り
捨

て
た

地 区 名 貢納徴収額宰
ク ス コ 5,342

ア バ ソ カ イ 17,784

ア イ マ ラ エ ス 20,?62

カ ル カ ・イ ・ ラ レ ス 5,793

ウ ル バ ソ バ 8,540

コ タ バ ソ バ ス 26,490
パ ル ロ 14,436

チ ュ ソ ビ ビ ル カ ス 12,62?

カ ナ ス ・イ ・カ ソチ ス 41,396

キ ス ピ カ ソ チ ス 24,358
パ ウ カ ル タ ソ ボ .1.

合 計 185,609

出 所MorenoCebrian,op.Wit.,pp.709-713.

増
加
は
著
し
く
、
そ
の
指
数
は
二
七
六
を
記
録
し
て
い
る
。
ク
ス
コ

地
域
に
お
け
る
貢
納
の
増
加
が
い
か
に
驚

異
的
な
も
の
で
あ

っ
た
か

ヘヨ

が
理
解
さ
れ
よ
う
。

一
六
九
七
～

一
七
二
二
年
に
ク
ス
コ
地
域
の
原
住
民
共
同
体
か
ら

ク
ス
コ
財
務
府
に
納
入
さ
れ
る
は
ず
の
貢
納

の
五
三
%
以
上
が
少
な

　を

く
と
も
二
か
年
の
延
滞
状
況
に
あ

っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

原
住
民
に
と

っ
て
貢
納
は
従
来
か
ら
大
き

な
負
担
と
な

っ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
ク
ス
コ
の
イ
ソ
テ
ソ
デ
ン
シ
ア
の
各
地
区
別
の
原
住
民

人
口
の
構
成

(第
3
表
)
比
と
貢
納
額
の
構
成

(第
8
表
)
比
は
相

関
が
み
ら
れ
る
か
ら
、

一
般
に
ク
ス
コ
地
域
の
原
住
民
成
年
男
子

一

人
当
り
の
年
間
の
貢
納
負
担
額

(
六

・
七
六
ペ
ソ
、

一
七
五
四
年
)

も
ま
た
、
以
後
上
昇
を
遂
げ
た
と
い
え
る
。
仮
に

一
七
六
〇
年
代

一

〇
か
年
間
の
貢
納
徴
収
額
の
指
数

「
七
六
」
を

一
七
五
四
年
に
そ
の

　お
　

ま
ま
適
用
し
た
と
し
よ
う
。

一
七
九
〇
年
代

で
は
そ
の
指
標
が

「
三

四

一
」
と
、

一
七
六
〇
年
代
の
約
四

・
五
倍

に
高
ま

っ
て
い
る
か
ら
、

人
口
変
動
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

一
七
九
〇
年
代
に
お
け
る
原
住
民
成

年
男
子

一
人
当
り
の
年
間
の
貢
納
負
担
額

は
約
三
〇

・
三
ペ
ソ
と
算

出
さ
れ
る
。
こ
の
額
は
、

一
七
五
四
年
の
カ
ル
カ

・
イ

・
ラ
レ
ス
地

　ヨ方
に
お
け
る
原
住
民
成
年
男
子

一
人
当
り

の
貢
納
と
レ
パ
ル
テ
ィ
ミ

エ
ソ
ト
の
年
間
負
担
額
の
合
計

で
あ
る

コ

八

・
〇
六
ペ
ソ
」
(
1
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章
)
を
上
回

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、

レ
パ
ル
テ
ィ
ミ

エ
ソ
ト
が
存
在
し
て
い
た
時
期
と
の
比
較
に
お
い
て
、

一
七
九
〇
年

代
で
は
原
住
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。

一
方
、

一
七
九

二
年

の
カ
ル
カ

・
イ

・
ラ
レ
ス
地
区
に
お
げ
る

一
人
当
り
の

年
間
平
均
収
入
が
二
八

・
四
ペ
ソ
で
あ

っ
た
と
い
う

マ
グ
ヌ
ス

・
メ

ル
ナ
ー

の
説

(第
9
表
)
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
単
純
な
収
支
計
算

な
が
ら
、
当
地
区
の
原
住
民
に
と

っ
て
貢
納
は
き
わ
め
て
大
き
な
負

担
だ

っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
先
述
の
貢
納
額
は
あ
く
ま
で
も
財
務
府
に
お
け
る
登

録
額

で
あ
り
、
官
職
俸
給
額
や
シ
ノ
ド

(。。{コ
o
α
o
、
財
務
府
か
ら
教

区
教
会

へ
の
固
定
納
付
金
)
な
ど
の
歳
出
額
を
加
算
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
貢
納
徴
収
の
現
場
に
お
け
る

「
不
正
」
を
考

　　
　

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
原
住
民
か
ら
実
際
に
徴
収
さ
れ
た

貢
納
は
、
財
務
府
の
登
録
額
を
か
な
り
上
回

っ
た
も
の
と
考
え
ね
ば

な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
原
住
民
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
オ
ブ
ペ

ソ
シ
オ

ソ

(
O
び
く
Φ
コ
o
δ
口
、
教
区
民

の
結
婚
式

や
葬
儀
等

の
司
宰
を

通
じ
て
司
祭
が
教
区
民
か
ら
徴
収
し
た
手
数
料
)
な
ど
の
教
会

へ
の

　
れ
　

納
付
金

や
司
祭

へ
の
物
質
面
で
の
諸
負
担
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
原

住
民
の
状
況
が
ト
ゥ
パ

ッ
ク

・
ア
マ
ル
の
反
乱
後

一
挙
に
改
善
さ
れ

た
と
は
い
い
難
い
。
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
オ
フ
ェ
ラ
ソ
・
ゴ
ド
イ
は
、

ス
ブ
デ
レ
ガ
ー
ド
、

カ
シ
ケ
、
司
祭
に

ょ
る
原
住
民
の
搾

取
が
強
化
さ
れ
て

お
り
」
レ
パ
ル
テ
ィ

ミ
エ
ン
ト
が
法
制

化
さ
れ
て
い
た
時

期

(
一
七
五
六
～

一
七
八
〇
年
)
と

さ
ほ
ど
変
わ
ら
な

い
状
態
だ
っ
た
と

　ヨ

言
明
し
て
い
る
。

植
民
地
時
代
末

期
の
ク
ス
コ
社
会

に
お
い
て
も
人
種

の
違
い
が
人
々
の

第9表1792年, クス コの イ ソテ ソデ ソ シア の7地 区 に おけ る収 入

(年 間,単 位:ペ ソ)

地 区 名 年間収入 1人 当 りの収 入

ア バ ソ カ イ 350,000 139/10

ア イ マ ラ エ ス 14,000 9/io

カ ル カ ・ イ ・ ラ レ ス 176,239 282/5

ウ ル バ ソ バ :・1・: 93/5

チ ュ ソ ビ ビ ル カ ス 18,600 11/5

カ ナ ス ・イ ・カ ソ チ ス 152,309 42/5

パ ウ カ ル タ ソ ボ 390,972 301/5

出 所M6mer,Perfil...,p.96.

 

社

会

的

地
位

を

左

右

し

た

こ
と

に
変

わ

り

は

な

い
。

一
般

に
社

会

の

ピ

ラ

ミ

ッ
ド

の

頂

点

に

い
る

ス

ペ
イ

ソ
人

と

ク

リ

オ

ー

リ

ョ
が

、

そ

の
底

辺

に

い
た

原

住

民

大

衆

を

支

配

し

て

い

た
。

両
者

の
中

間

に

メ

ス
テ

ィ

ソ
、

ム

ラ
ー

ト

、

黒

人

、

サ

ソ

ボ

(
黒

人

と

原

住

民

の
混

血
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お
　

児
)
が
存
在
し
た
。
原
住
民
は
貢
納
額
を
何
と
し
て
も
稼
が
ね
ば
な

ら
な
か

っ
た
。
そ
の
方
法
は
主

に
二
つ
あ

っ
た
。
食
糧
等
の
余
剰
生

産
物
を
市
場

(
ク
ス
コ
市
)
に
売
却
し
て
代
金
を
得
る
か
、
あ
る
い

ハろ

は
余
剰

労
働
力
を
白
人
が
経
営
す
る
オ
ブ
ラ
へ
や
ア
シ
エ
ソ
ダ
、
輸

　お
　

送
部
門

な
ど
に
提
供
し
て
賃
金
を
得
る
か
、

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ク
ス
コ
地
域
に
お
い
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た

オ
ブ
ラ

へ
や
チ

ョ
リ
ー
リ

ョ
な
ど
の
織
物
生
産
部
門
の
斜
陽
化
、
衰

退
と
い
う
事
情
が
想
起
さ
れ
る
。

こ
の
部
門
に
関
係
し
て
い
た
原
住

民
は
労
働
条
件
の
悪
化
に
晒
さ
れ
た
り
、
も
し
く
は
自
己
の
織
物

の

値
段
が
下
落
し
た
た
め
に
、
現
金
の
調
達
が
困
難
に
陥
り
、
彼
ら
の

生
活
条
件
は
い
ち
だ
ん
と
悪
化
を
辿

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
教
区

司
祭
に
と

っ
て
も
痛
手
だ

っ
た
だ
ろ
う
。
当
時
、
司
祭
は
収
入
源
を

縮
小
さ
れ
た
り
、
権
限
を
狭
め
ら
れ
る
な
ど
王
権
か
ら
疎
外
さ
れ

つ

つ
あ

っ
た
。
彼
ら
の
暮
ら
し
は
原
住
民
か
ら
の
物
質
的
奉
仕
を
前
提

に
成
り
立

っ
て
お
り
、
原
住
民
の
生
活
苦
は
た
だ
ち
に
司
祭

の
生
活

　お
　

に
反

映

し

た

か

ら

で
あ

る

。

ク

ス

コ
地

域

に

お

い

て
は

、

特

に

ク

リ

オ

ー

リ

ョ
、

原

住

民

、

司

祭

ら

が

王
権

か

ら

著

し

く

抑

圧

、

疎

外

さ

れ

る

状

況

に
あ

っ
た

こ

と

　り
　

が

、

以

上

か

ら

明

白

で

あ

る

。

m

独
立
運
動
と
プ

マ
カ
ウ
ア

一
八
〇
八
年
五
月
の
ナ
ポ
レ
オ
ソ
軍
に
よ
る
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
マ

ド
リ
ッ
ド
市

へ
の
侵
攻
と
ブ

ル
ボ
ソ
朝
の
消
滅

に
は
じ
ま
る
ス
ペ
イ

　き

ソ
本

国

の
動

揺

に

よ
り

、

ス
ペ

イ

ン
領

南

ア

メ
リ

カ

で
は

本

国

か

ら

の
独

立

を

求

め

る
運

動

が

起

こ
る

。

一
八
〇

九
年

七

月

、

ア

ル

ト

ペ

ル
ー

の

ラ
パ

ス

で
、

続

い

て
プ

ー

ノ
、

チ

ュ
キ

サ

カ

で
も

反

乱

が

発

生

し

た
。

一
八
〇

九

年

八

月

の
キ

ト

で
は

早

く

も

独

立

宣

言

が

な

さ

れ

る
。

一
八

一
〇
年

に

入

る

と
、

こ
う

し

た

動

き

は

さ
ら

に
活

発

と

な

る
。

カ

ラ

カ

ス

(
四
月

)
、

ブ

エ
ノ

ス

ア

イ

レ

ス

(
五

月

)
、

サ

ソ

チ

ア

ゴ

(
九
月

)

に
お

い

て

王
党

派

官

僚

が
追

放

さ

れ

、

執

政

評

議

　カ
　

会

(
冒

コ
8

)
が

独

立

を

宣

言

し

た

の
だ

っ
た

。

こ
う

し

た

事

態

は

王

党

派

の
拠

点

で
あ

っ
た

リ

マ
の

ペ

ル

ー
副

王
庁

に

大

き

な

衝

撃

を

与

え

、

副

王

ア

バ

ス
カ

ル

(
}
o
ω
ひ

閃
Φ
3

き

α
o

α
Φ

〉
げ
窃

8

一、

在

　
ね
　

位

一
八
〇
六
～

一
六
)
は
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

以
下

で
は
、
独
立

へ
の
動
き
と
そ
れ
に
対
す
る
プ

マ
カ
ゥ
ア
の
対

応
を
当
時
の
植
民
地
社
会
の
状
況
と
も
絡

め
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

1

独
立
運
動
の
発
生
と
プ

マ
カ
ウ
ア

..



ペ

ル
ー

副

王

ア
バ

ス
カ

ル

に
よ

っ
て

一
八
〇

九

年

六
月

に
ク

ス

コ

・

ア

ウ

デ

ィ

エ

ソ

シ

ア

の
議

長

に

任

命

さ

れ

て

い

た

ア

レ
キ

パ

の
将

官

ホ

セ

・

マ

ヌ

エ

ル

・
デ

・
ゴ

イ

エ
ネ

チ

ェ

(
臼
o
。。0

】≦
ロ
コ
ロ
巴

α
Φ

　
ぬ
　

O
o
く
Φ
コ
Φ
o
げ
Φ
)
は

ア

ル
ト

ペ

ル
ー

の
独

立

運

動

を

粉

砕

す

る

た

め

に

　　

ラ

パ

ス
に

赴

い

た
。

一
八
〇

九

年

の

ラ
パ

ス

の
反

乱

に
対

し

て

ゴ

イ

エ
ネ

チ

ェ
は
、

彼

の

い
と

こ

の
ド

ミ

ン
ゴ

・
ト

リ

ス
タ

ソ

(
U
o
日
貯
σq
o

↓
『
冨
感

口
)
と

ピ

オ

・
ト

リ

ス

タ

ン

(
勺
{
o

↓
二
ω
邸

口
)
の

両

名

(
図

　お
　

3
参
照

)
を
司
令
官
に
任
命
し
、
約
六
五
〇
人
か
ら
な
る
ア
レ
キ
パ

の
民
兵

〔
こ
の
兵
士
の
多
く
は
ア
レ
キ
パ
地
域
を
代
表
す
る
白
人
有

力
者

(
地
主
、
商
人
)
の

一
族
に
所
属
〕
と
ク
ス
コ
や
プ
ー
ノ
な
ど

に
お
い
て
徴
集
し
た
原
住
民
か
ら
な
る
合
計
約
五
、
○
○
○
人
の
討

伐
軍
を
編
成
し
、

こ
れ
を
率

い
て
、
同
年

一
〇
月
に
反
乱
を
鎮
圧
す

　　
　

る

。

こ

の
直

後

、

ド

ミ

ソ
ゴ

・
ト

リ

ス

タ

ン
は

ラ

パ

ス

の
イ

ソ

テ

ン

　　

デ

ン
テ

に
就

任

す

る

。

と

こ

ろ

で
、

こ

の
反

乱

軍

に

フ

ア

ソ

・
ア

ソ

ト

ニ
オ

.
フ

ィ
ゲ

ロ
ア

(冒

鋤
ロ

㌧
5
8
巳
o

コ

σq
¢
Φ
『
8

、

ス
ペ

イ

ソ

・

ガ

リ

シ

ア
地

方

生

ま

れ

)

が
身

を

投

じ

て

い
た

こ
と

が
注

目

さ
れ

る
。

彼

は

ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ
ル

の
反

乱

軍

に
お

い

て
活

躍

し

た

人
物

で

あ

り

、

ク

ス

コ
の

イ

ン

テ

ソ
デ

ソ

シ

ア

の
パ

ル

ロ
地

区

に
住

み
、

そ

こ

で

ア

シ

エ

ソ
ダ

や

オ

ブ

ラ

へ
を

営

ん

で

い
た

。

一
七

八

一
年

の
判

決

で
は

無

罪

だ

っ
た

が
、

一
八
〇

九

年

に

は

死

刑

を

宣

告

さ

れ

、

一

　お
　

八

一
〇

年

一
月

二
九

日
、

ラ
パ

ス

で
絞

首

刑

に

処

せ

ら

れ

た

。

一
八

一
〇
年

に
は

ラ
プ

ラ

タ
副

王

領

の
首

府

ブ

エ

ノ

ス

ア
イ

レ

ス

市

に
お

い

て
独

立

を

め
ざ

す

い

っ
そ

う
大

規

模

な

運

動

が

発

生

し

た
。

ブ

エ

ノ

ス

ア

イ

レ

ス
執

政

評

議

会

(
』
仁
三

〇
)
は

ラ

プ

ラ

タ

副

王

領

全

域

を

統

轄

す

る

独

立

政

府

の
樹

立

を

宣

言

す

る
。

一
八

二

年

、

フ

ア

ソ

・
ホ

セ

・
カ

ス

テ

リ

(臼
ロ
鋤
昌

』
o
。。
ひ

O
O

。。
8
≡

、

ク

リ

オ

ー

リ

ョ
)

の
率

い
る
解

放

軍
が

ブ

エ
ノ

ス

ア
イ

レ

ス
か
ら

ア

ル
ト

ペ

ル
ー

　
ザ
　

に
進
撃
し
、
独
立
闘
争
は
高
揚
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
リ
マ
の
商
人

ギ
ル
ド
審
議
会
は
多
額
の
軍
資
金
を
副
王

ア
バ

ス
カ
ル
に
提
供
し
、

　　

経
済
的
に
王
党
派
を
支
援
し
た
。
カ
ス
テ
リ
軍
は
各
地
で
多
く
の
植

　
　
　

民

地

人

か

ら

歓

迎

さ
れ

る
。

ラ

パ

ス
に

お

い

て
独

立

派

に
加

わ

っ
た

人

々

の
中

に

は
、

一
七

八

一
年

の

ト

ゥ

パ

ッ
ク

・
カ

タ

リ

〔
↓
ε

8

0
卑
9
二
、

本

名

ブ

リ

ア

ソ

・
ア
パ

サ

(冒

ま

ロ

》
冨

N
o
)
〕

に

よ

る

ラ

パ

ス
包

囲

戦

に
関

係

し

て

い
た

者

も

含

ま

れ

て

い
た

。

例

え
ば

、

ペ
ド

ロ

・
ド

ミ

ソ
ゴ

・
ム
リ
ー

リ

ョ

(
℃
①
α
『
O

U
O
ヨ
ぎ
σq
O

]≦
霞

邑
O
、

ク

リ

オ
ー

リ

ョ
)

は

王
党

員

と

し

て
包

囲
軍

と
戦

っ
た
経

歴

を

持

ち
、

フ

ァ

ソ

・

マ

ヌ

エ

ル

・
カ

セ

レ

ス

(
』仁
o
口

]≦
o
コ
⊆
9

0
鋤
o
Φ
『
Φ
。。
、

　
ね
　

メ

ス
テ

ィ
ソ

)

は

カ

タ

リ

軍

の

一
員

だ

っ
た
。

カ

ス

テ
リ

の
解

放

軍

が

与

え

た
影

響

は
大

き

く

、

北

は

ワ

マ
ソ
ガ
、

　
の
　

タ

ル

マ
、

ワ

ヌ

コ
の

地

域

か

ら
、

西

は

タ

ク

ナ

に

飛

び

火

す

る

。

タ
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ク
ナ
で
は
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
執
政
評
議
会
に
同
調
し
て
独
立
が
宣

　　

言
さ
れ
た
。
ペ
ル
ー
副
王
は
カ
ス
テ
リ
軍
の
鎮
圧
を
再
び
ゴ
イ

エ
ネ

チ

ェ
に
託
す
。
ゴ
イ
エ
ネ
チ

ェ
は
、
ア
レ
キ
パ
か
ら
到
着
し
た
約

一
、

二
〇
〇
人
の
士
官
を
率
い
、

一
八

=
二
年
五
月
に
辞
任
す
る
ま
で
二

　ヨ

か
年

に
わ
た
り
ア
ル
ト
ペ
ル
ー
に
お
い
て
王
党
軍
を
指
揮
す
る
。
と

こ
ろ
で
、
ク
ス
コ
か
ら
も
討
伐
軍
が
ラ
パ

ス
に
進
撃
す
る
が
、

こ
の

中
心
と
な

っ
た
の
が
大
佐
プ

マ
カ
ゥ
ア
で
あ

っ
た
。
数
千
人
の
原
住

民
を
率

い
た
彼
は
、
「
反
乱
し
た
原
住
民
の
大
敵
」
と
し
て
ラ
パ
ス

　
ね
　

か
ら
オ

ル
ロ
を
転
戦
し
、

一
八

一
一
年
六
月
に
解
放
軍
を
鎮
圧
す
る
。

ク
ス
コ
に
凱
旋
し
た
プ

マ
カ
ゥ
ア
は
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
「
准

将
」

に
格
上
げ
さ
れ
た
。
翌
年

の

一
八

一
二
年
に
は
ク
ス
コ
・
ア
ウ

　　

デ
ィ
エ
ソ
シ
ア
の
臨
時
の
議
長

に
就
任
す
る
。

と
こ
ろ
で
、

一
八
〇
九
年
以
来
ア
ル
ト
ペ
ル
ー
の
反
乱
を
鎮
圧
す

る
た
め
に
ク
ス
コ
か
ら
さ
し
向
け
ら
れ
た
討
伐
軍
の
費
用
が
す
べ
て

ク
ス
コ
財
務
府
の
負
担
で
あ

っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

こ
れ
が
財

政
の
悪
化
を
招
き
、
結
局
、
貢
納
に
付
が
回

っ
て
き
た
の
だ

っ
た
。

多
く
の
原
住
民
が
討
伐
軍
に
参
加
し
て
い
た
か
ら
、
原
住
地
に
い
る

者

の
貢
納
負
担
が
強
化
さ
れ
た
り
、
本
来
は
貢
納
を
免
除
さ
れ
て
い

　ヨ

た
人
々
の

一
部
に
も
そ
れ
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
重

圧
に
対

し
て
ク
ス
コ
地
域
の
原
住
民
は
反
抗
の
意
思
を
固
め
て
い
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
ス
ブ
デ
レ
ガ
ー
ド
ら
と
利
害

を
異
に
す
る
司
祭
が
貢
納

の
存
在
を
疑
問
視
し
始
め
た
こ
と
と
無
関

　ヨ

係

で
は

あ

る

ま

い
。

例

え
ば

、

一
八

=

年

一
〇

月

に

パ

ル

ロ
地

区

ヤ

ウ

リ

ス

ケ

の

司

祭

フ

ア

ソ

・
グ

ァ

ル

ベ

ル

ト

・
メ

ソ

デ

ィ

エ
タ

(
言

9
口

○
ロ
巴
げ
Φ
『
8

]≦
Φ
コ
象

Φ
8

)

は

教

区

民

に

、

本

国

国

会

(
O
o
『
8

。。
)
が

既

に
貢

納

廃

止

の

決

議

を

行

っ
て

い
る

こ

と

、

判

事

　　

の
命

令

に
従

う

必

要

の

な

い
旨

を

説

教

し

た

の
だ

っ
た
。

司
祭

は

土

着

語

を

話

し

て
原
住

民

と

日
常

的

に
接

し

て

い

た

か

ら
、

こ

う

し

た

　ヨ

教

え

が

彼

ら

に
与

え

た
影

響

は

大

き

か

っ
た

に
ち

が

い

な

い
。

一
八

一
二
年

に
入

る

と

ス

ペ
イ

ソ
領

ア

メ

リ

カ
植

民

地

の

政

治

情

勢

は

急

転

す

る

。

九

月

三

〇

日

、

リ

マ

に

お

い

て

カ

ジ

ス

憲

法
　い
　

(O
o
コ
。。葺
二
〇
δ
昌
α
Φ
○
巴
冒
、

一
八

一
二
年
三
月

一
九
日
発
布
)

が
通
達
さ
れ
る
と
、
立
憲
的
カ
ビ
ル
ド
の
議
員
選
挙
の
実
施
と
本
国

国
会

へ
の
代
表
派
遣
要
請

の
声
が
高
ま

っ
た
。
ペ
ル
ー
副
王
領
南
部

の
諸
都
市
で
は
こ
れ
が
契
機
と
な

っ
て
、

ク
リ
オ
ー
リ
ヨ
の
間
に
現

　　
　

状

変

革

の
期

待

が

一
挙

に
高

ま

っ
た

の

で
あ

る
。

ク

ス

コ
で

は

、

一

二
月

九

日

に
憲

法

の
写

し

が

届

く

。

法

律

家

ラ

ミ

レ

ス

・
デ

・
ア

レ

リ

ャ

ノ

(
力
臥
O
Φ
一
力
O
日

夙
『Φ
N

α
Φ

〉
『Φ
一一〇
口
○
)
ら

の

尽

力

に

よ

っ

て
選

挙

が

実

施

さ

れ

、

一
八

=

二
年

二
月

一
四

日

に

立
憲

的

カ

ビ

ル

　い
　

ド
が
成
立
す
る
。
ク
ス
コ
市
の
新
カ
ビ
ル
ド
は
、
地
方
行
政
に
関
し
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て
リ
マ
か
ら
の
支
配
に
抗
議
し
、
ま
た
貢
納
を
め
ぐ
る
ス
ブ
デ
レ
ガ
ー

　ゆ
　

ド
の
腐

敗
を
告
発
す
る
な
ど
行
政
問
題

に
介
入
し
て
ゆ
く
。
こ
う
し

た
動
き
は
、
憲
法
の
適
用
を
妨
害
し
よ
う
と
す
る
ク
ス
コ
・
ア
ウ
デ
ィ

エ
ソ
シ

ア

(王
党
派
)
と
の
対
立
を
引
き
起

こ
す
。

一
二
月
に
ラ
ミ

レ
ス
ら
が
当
局
に

一
時
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
事
態
が
悪
化
す
る
な
か
で
、

当
時
の
ク
ス
コ

・
ア
ウ
デ
ィ
エ
ソ
シ
ア
議
長
プ

マ
カ
ウ
ア
は
辞
任
し

　り
　

た

の
だ

っ
た
。

一
〇

月

一
〇

日

に
は

ク

ス

コ
に

お

い

て
ビ

セ

ソ

テ

・

ア

ソ

グ

ロ

(
≦

8

旨

Φ

〉
口
σq
三

〇
)
、

ガ

ブ

リ

エ

ル

・

ベ

ハ

ル

(
O
o
げ
二
巴

切
ひ
冨
『
)
、

フ

ア

ソ

・
カ

ル
バ

ハ
ル

(
冒

o
口

○
母

ぴ
o
冨
憎
)

ら

立

憲

派

の

ク

リ

オ

ー

リ

ョ
が

逮

捕

さ

れ

る
。

一

一
月

五

日

、

ク

ス

コ
市

の
王

党

派

守

備

隊

が
、

広

場

を
占

拠

し

て

い
た

群

衆

に
発

砲

し
、

多

数

の

死

傷

者

が

出

る

。

ク

ス

コ

・
ア

ウ
デ

ィ

エ

ン

シ

ア
は

ラ
ミ

レ

ス
や

ア

ル
カ

ル
デ

(市

会

議

長

)

の

マ

ル
テ

ィ
ソ

・
バ

レ
ル

(ζ

壁

冒

く
巴
Φ
『
)
ら

数

人

を

告

発

し

た

。

そ

の
結

果

、

一
八

一
四
年

の
初

頭

に

ラ
ミ

レ

ス
、

バ

レ

ル
ら

は
逮

捕

さ

れ
、

リ

マ
に
収
監

さ

れ

た

の
だ

っ

　　
　

た
。2

プ

マ
カ
ウ
ア
の
反
乱

プ

マ
カ
ウ
ア
が

ス
ブ
デ
レ
ガ
ー
ド
に
あ
て
た
貢
納
を
め
ぐ
る
文
書

が
残
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
す
る
。

一
八

=
二
年

三
月

二
五
日
付
の
第

一
の
文
書
は
、
「
一
八

一
二
年

の
ク
リ
ス
マ
ス
に
納
め
る
テ
ル
シ
オ

(8
『9
0
)」
の
貢
納
五
五
七
ペ

ソ
の
処
置
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
プ
マ
カ
ゥ
ア
は
貢
納
徴
収
表
を

添
え
、

ス
ブ
デ
レ
ガ
ー
ド
に
次

の
件
を
問
合
わ
せ
て
い
る
。
「
五
五

七
ペ
ソ
」
を
プ

マ
カ
ゥ
ア
の
裁
量
に
委
ね
る
か
、
そ
れ
と
も
財
務
府

に
納
入
す
べ
き
か
と
。
第

二
の
文
書
は
、

一
八

=
二
年
三
月

二
七
日

付
で
あ
り
、
貢
納
が
八
〇
〇
ペ
ソ
し
か
集

ま
ら
な
か

っ
た
こ
と
の
理

由
に
関
す
る
も
の
だ
。
多
く
の
原
住
民
が
死
亡
し
て
お
り
、
ま
た
大

勢

の
者
が
精
神
的

・
肉
体
的
障
害
を
う
け
て
い
る
た
め
、
貢
納
が
徴

　い
　

収
で
き
な
い
旨
の
申
し
開
き
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第

一
の
文
書
か
ら
、
貢
納
の
年
間
徴
収
額
に

つ
い
て
は
、
「
五
五

七
ペ
ソ
」

の
数
倍
の
額
が
チ
ン
チ
ェ
ー
ロ
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
当
時
の
貢
納
の
著
し
い
高
ま
り
が
察
せ
ら
れ
る
。
ま

た
こ
の
額
を
財
務
府
に
納
入
す
べ
き
か
否

か
の
問
合
わ
せ
は
、
本
国

に
お
け
る
貢
納

の
廃
止
決
議
を
熟
知
し
た

う
え
で
の
プ
マ
カ
ウ
ア
の

発
言
と
解
せ
ら
れ
る
。

第

二
の
文
書
に
は
多
く
の
原
住
民
の
死
亡
や
精
神
的

・
肉
体
的
障

害
状
態
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ア
ル
ト
ペ
ル
ー
で
戦

っ
た
当

地
の
原
住
民
た
ち
の
末
路
を
示
し
て
い
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一

八

=

年
の
ア
ル
ト
ペ
ル
ー
の
反
乱
鎮
圧

の
功
績
に
よ

っ
て
プ

マ
カ

ウ
ア
は

「准
将
」
及
び

「
ク
ス
コ

・
ア
ウ
デ
ィ
エ
ソ
シ
ア
議
長
」
と
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い
う
名
誉
あ
る
地
位

に
就
き
は
し
た
も
の
の
、
戦
闘
の
後
遺
症
は
決

し
て
小

さ
く
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
多
数
の
戦
没
者
や
傷
病

者
を
出

し
た
結
果
、
カ
シ
ケ
で
も
あ
る
プ

マ
カ
ウ
ア
は
貢
納
の
徴
収

に
行
き
詰
ま

っ
て
し
ま

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
八

一
四
年
五
月
、

ス
ペ
イ
ソ
で
は
国
王
フ
ェ
ル
ナ
ソ
ド
七
世
が

復
位
す

る
。
彼
は
た
だ
ち
に
カ
ジ
ス
憲
法
を
停
止
し
、
そ
れ
ま
で
に

な
さ
れ

て
い
た
国
会

の
諸
決
議
を
無
効
と
し
た
。
国
会
を
閉
鎖
し
て

再
び
絶

対
君
主
と
な
り
、
旧
来
の
特
権
を
回
復
し
て
ゆ
く
。
ま
た
ア

メ
リ
カ
大
陸
で
の
独
立
運
動
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
軍
事
力
の
増
強
を

　り
　

は

か

り

、

対

応

に

乗

り

出

し

た
。

こ
れ

は

ス

ペ

イ

ソ
領

ア

メ
リ

カ

に

と

り

深

刻

な

事

態

と

な

っ
た
。

ク

ス

コ
で

は

ホ

セ

・
ア

ソ
グ

ロ

(
ア

バ

ソ

カ

イ

地

区

ア
バ

ソ
カ

イ

の

地

主

)

を

中

心

と

す

る

ア

ソ
グ

ロ

一
族

〔
ビ

セ

ソ

テ
、

マ
リ

ァ

ノ

(
]≦
〇
二
〇
ロ
○
)
、

聖

職

者

フ

ア

ソ

(冒

o
口
)
〕

が

憲

法

の
遵

守

や

ア

ル

カ

バ

ラ

の
廃

止

を

は

じ

め
諸

改

革

の
実

施

を

求

め

る

ク

リ

オ

ー

リ

ョ

や

メ

ス

テ

ィ

ソ

の
支

持

を

う

け

て
、

王

党

派

を
代

表

す

る

ア

ウ
デ

ィ

エ

ソ

シ

ア
と

対

立

し

て

い

た
。

一
八

一
四
年

八

月

三

日

、

ア

ソ
グ

ロ

一
族

を

中

心

に

公

開

カ

ビ

ル
ド

に
集

ま

っ
た

ク

リ

オ

ー

リ

ョ
ら

は

ス

ペ
イ

ソ

か

ら

の
解

放

を

め

ざ

し

て
反

乱

に

立

ち

上

が

っ
た

。

そ
し

て

こ

の
反

乱

の

指

導

者

と

な

っ
た

の
が

プ

マ
カ

ウ

ア
や

司

祭

の

フ

ラ

ソ

シ

ス

コ

・
カ

ラ

ス

コ

ソ

(閃
冨

口
o
冨
o
o

O
o
旨

窃

o
ひ
口
、

ス

ペ

イ

ソ

人

)

　　
　

で

あ

っ
た

。

プ

マ
カ

ウ

ア

は
今

度

は

王

党

派

と

し

て

で

は

な

く

、

「
独

立

派

」

を

率

い

て
戦

う

に
至

っ
た

の

で

あ

る

。

ま

た

カ

ラ

ス

コ

ソ
は
単

に

ペ

ル
ー

だ

け

の

独

立

を
志

向

し

た

の

で

は

な

い
。

新

大

陸

全

体

に
わ

た

る

遠
大

な

独

立

国
樹

立

の
構
想

を
抱

い

て

い
た

と

い
う
。

さ

ら

に

そ

の

首
都

を

リ

マ
に

で
は

な

く

ク

ス

コ
に
置

く

べ

き

だ

と

の

言
明

か

ら
も

察

せ
ら

れ

る

よ
う

に
、

ク

ス

コ
中

心

主
義

の
考

え
を

も

っ

た
人

で

あ

っ
た
。

ジ

ョ
ソ

・
フ

ィ

ッ
シ

ャ
ー

は
、

こ

の

「
ク

ス

コ
中

心
主

義

」

は

カ

ラ

ス

コ

ソ

一
人

の
考

え

で
は

な

く

、

反
乱

し

た

民

衆

　
　
　

の
意

思

を

反

映

し

た

も

の
と

捉

え

て

い
る

。

ル
イ

ス

・
ミ

ゲ

ル

・
グ

ラ

ベ

は
、

こ

の
反

乱

の
イ

デ

オ

ロ
ギ

ー

を

シ

エ
ラ
南

部

に
俳

徊

し

て

い
た

「
イ

ソ
カ

(
イ

ソ

カ
帝

国

)
」

の
建

設

願

望

と
捉

え

、

ペ

ル
ー

南

部

の
人

々

の
総
動

員

を

め
ざ

す

う
え

で
ク

ス

コ
は
最

高

の
舞
台

だ

っ

　　
　

た

と
述

べ

て

い

る
。

反

乱

は

ク

ス

コ
か

ら

プ

ー

ノ

や

ラ
パ

ス
、

ワ

マ

ソ
ガ
、

ア

レ

キ
パ

等

の
諸

都

市

に
広

が

っ
た
。

こ

の
具

体

的

経

過

や
内

容

等

に

つ
い

て

は

枚
数

の
都

合

で
多

く

を

割

愛

す

る

が

、

反

乱

軍

の
構

成

や

行

動

等

の
骨

子

を

最

小

限

度

印

し

て
お

く

。

一
八

一
四
年

八

月

中

旬

に
司

祭

イ

ル
デ

フ

ォ

ソ

ソ

・
ム

ニ

ェ
カ

ス

(
一一α
①
hO
b
「oo
O

]≦
仁
諏
①
S

ω
)
と

大

尉

マ
ヌ

エ

ル

・
ピ

ネ

ロ

(
7
臼
O
コ
仁
Φ
一
勺
一b
「Φ
一〇
)
が

指

揮

す

る
第

一
師
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団
は
プ

ー
ノ
、
ラ
パ
ス
に
向
か

っ
て
出
陣
す
る
。
ペ
ル
ー
南
部
や
ア

ル
ト
ペ

ル
ー
か
ら
多
く
の
原
住
民
が
こ
れ
に
参
加
す
る
。
九
月

一
四

日
、
反
乱
軍
は
ラ
パ
ス
近
郊
に
あ

っ
て
そ
の
軍
勢
は
約
五
〇
〇
人
の

小
銃
兵

と
投
石
器

・
槍

・
石
付
き
棍
棒

で
武
装
し
た
二
万
人
の
原
住

　　
　

民

か

ら

な

っ
て

い
た

と

い
う

。

ワ

マ
ン

ガ
を

め

ざ

し

た
司

祭

ベ

ハ
ル
、

マ

リ

ア

ノ

、

ウ

ル

タ

ド

・
デ

・
メ

ソ

ド

サ

(
出
仁
『
eO
山
O

α
Φ

冨

口
α
O
N
O
)

の
率

い
る
第

二
師
団
も
ま
た
途
中
で
大
勢
の
人
々
の
支
持
を
得
て
膨

　
り
　

ら
む
。

プ

マ
カ
ゥ
ア
と
ビ
セ
ソ
テ
の
率
い
る
第

三
師
団
は
約
五
〇
〇

人
の
小
銃
兵
と
武
装
し
た
五
、
○
○
○
人
の
原
住
民
よ
り
成
り
、
ア

　
い
　

レ

キ

パ

に
進

撃

す

る

。

副

王

ア

バ

ス

カ

ル

は

陸

軍

元

帥

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

・
ピ

コ

ア

ガ

(
閃
『
o
ロ
o
一ω
o
O

コ

o
O
o
σq
o
)
の
率

い

る

リ

マ
の
部

隊

を

ア

レ
キ

パ

に
差

し

向

け

た

。

一
八

一
四
年

=

月

九

日
、

ア

レ
キ

パ
市

近

郊

ラ

・
ア

パ

チ

ェ
タ

の
戦

い

で
解

放

軍

は
、

ア

レ

キ

パ

の

イ

ン
テ

ン
デ

ソ

テ

の

ホ

セ

・
ガ

ブ

リ

エ

ル

・
モ

ス

コ
ー

ソ

(
].o
。。
①

○
ロ
げ
ユ
Φ
=
≦
o
。。
o
o
ω
o
、

図

3
参

照

)

の
軍

に

合

流

し

た

リ

マ

の
部

隊

か
ら

な

る

王
党

軍

を

撃

破

し

た
。

モ

ス

コ
ー

ソ
と

ピ

コ

ア
ガ

を

は

じ

め

指

揮

官

の
多

く

が
捕

　　
　

虜

と

な

る

。

こ

の
中

に

は

ア

レ

キ
パ

・
オ
リ

ガ

ル
キ

ー

「
二
〇

家

族

」

に
含

ま

れ

る

最

有

力

者

の

マ
テ

オ

・
コ

シ
オ

(
図

2

参

照

)
、

マ

ヌ

エ

ル

・

フ

ェ

ル

ナ

ン

ド

・
ア

レ

ド

ン

ド

(
]≦
o
ロ
ロ
Φ
一
閃
Φ
『
口
o
コ
α
o

〉
塁
Φ
α
o
巳

o
、

図

1
参

照

)
、

コ
シ

オ

の
義

理

の
息

子

ホ

セ

・
メ

ナ

ウ

ト

(冒

ω
0

ζ

8

餌
三

、

商

人

。

図

2
参

照

)
、

フ

ラ

ソ

シ

ス

コ

・

デ

・
ラ

・
フ

エ

ン
テ

(男
雷

昌
o
一ω
o
o

α
Φ

一〇

閃
ロ
Φ
ロ
8
、

鉱

山

業

者

)

ら

が

い

た

の
だ

っ
た
。

ア

レ
キ

パ

の
王

党

派

は

一
時

的

に
勢

力

を

弱

　　
　

め
ら
れ
る
。
ク
ス
コ
か
ら
到
着
し
た
解
放
軍
に
対
す
る
ア
レ
キ
パ
の

人
々
の
対
応
は
様
々
で
あ

っ
た
。
プ
マ
カ
ウ
ア
ら
は

=

月

一
二
日

に
公
開
カ
ビ
ル
ド
を
召
集
し
、

ア
レ
キ
パ
市
民
ら
と
将
来
の
展
望
を

　い
　

討
議

し

て

い
る

。

下

級

聖

職

者

の
多

く

が
解

放

軍

に
同

調

し

た
。

例

え

ば

、

司

祭

の

ホ

セ

・
デ

・
ア

ル

セ

(
]≦
〇
二
〇
コ
o

』o
。。ひ

畠
Φ

》
容

Φ
)

は

フ

ェ
ル
ナ

ン
ド

七
世

を
暴

君

と

し

て
公

然

と

非
難

す

る
と

と

も

に
、

　
り

　

ス

ペ
イ

ソ
か

ら

の
独

立

宣

言

を

行

う

よ

う

人

々
に

訴

え

た

。

ホ

セ

・

マ
リ

ア

・
コ
ル
バ

チ

ョ

(
』
o
ω0

ζ

碧

♂

0
0
『
ぴ
8

げ
o
、

法

律

家

に

し

て
サ

ソ

・
ヘ

ロ

ニ
モ
学

院

の
教

師

。

ア

ル
セ

の

同

僚

)

も

ま

た

解

放

　り
　

軍

に
協

力

し

た

一
人

だ

っ
た

。

し

か

し

ア

レ
キ

パ

司

教

ル
イ

ス

・
ゴ

ン

サ

ガ

・
デ

・
ラ

・

エ

ン

シ

ー

ナ

(
い
巳

。。

O
o
コ
N
餌

σQ
o

α
Φ

δ

国
口
o
ぎ

o
、

バ

ス
ク

地

方

出

身

。

ア

レ

キ

パ

に
来

る

前

は

カ

ナ

リ

ア

諸

島

に
在

住

)

は

独

立

に
反

対

だ

っ
た

。

モ
ケ

グ

ア
市

に

拠

っ
て
解

　の

　

放

軍

と
敵

対

し

て

い
る
。

一
八

一
四
年

一

一
月

三

〇

日
、

解

放

軍

は

ア

レ
キ

パ

の
占

拠

を

中

止

し
、

モ

ス

コ
ー

ソ
と

ピ

コ
ア
ガ

を

捕

虜

に

し

て

シ

エ
ラ

に

引

き

あ
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げ

た

(
一
八

一
五

年

初

頭

、

解

放

軍

は

こ

の
両

者

を

処

刑

)
。

一
八

一
四

年

一
二

月

九

日

、

フ

ア

ソ

・
ラ

ミ

レ

ス

(
冒

o
ロ

渕
9
ヨ

蹄
Φ
N
)

の
率

い
る

王

党

軍

が

ア

レ

キ

パ

市

に

到

着

し

、

同

市

は

再

び

「
王
党

派

の

要
塞

」

に
戻

る

こ
と

に

な

っ
た

(
ピ

オ

・
ト

リ

ス
タ

ソ
が

イ

ン

　い

　

テ

ソ
デ

ソ

テ

に

な

る

)

。

こ
れ

に
先

立

ち

、

ペ

ル
ー

副

王

の
指

揮

下

で
王

党

派

(
一
八

一
四

年

に

リ

マ
商

人

か

ら

一
〇

〇

万

ペ

ソ
余

り

の
資

金

供

与

を

う

け

る

)

の
巻

き

返

し

は

ワ

マ

ソ
ガ

か

ら

始

ま

っ
て

い
た

。

一
八

一
四
年

一
〇

月

に

は

リ

マ

の
常

備

軍

が

ワ

マ
ソ

ガ
市

を
奪

回

。

=

月

に
は

ラ

パ

ス
が

フ

ア

ソ

・
ラ

ミ

レ

ス

の
王

党

軍

の

手

に

落

ち

た

。

ア

レ

キ
パ

か

ら

ア

ヤ

ビ

リ

に
撤

退

し

て

い
た

反

乱

軍

も
勢

力

を

削

が

れ

て
ゆ

き

、
　り

　

一
八

一
五

年

三

月

一

一
日

の
ウ

マ
チ

リ

の
戦

い
で
壊

滅

さ

せ

ら

れ

る
。

三
月

一
四

日

、

シ
ク

ア

ニ
に
お

い

て
プ

マ
カ

ゥ

ア
ら

は
捕

え

ら

れ

た
。

そ

の
後

の
プ

マ
カ

ウ

ア

は
悲

劇

的

結

末

を

辿

る
。

彼

の

全

財

産

は

没

収

さ

れ

た

。

「
カ

シ
ケ

」
、

「
司

政

官

」
、

「
准

将

」

の

地

位

を

剥

奪

さ

れ

、

一
八

一
五

年

三
月

一
七

日

に

シ

ク

ア

ニ
に

お

い

て
略

式

裁

判

の
後

、

処

刑

さ

れ

た

の

で
あ

っ
た
。

三
月

二

五

日
、

ラ

ミ

レ

ス
軍

は

ク

ス

コ
市

に

入
城

す

る

。

三

月

二
九

日
、

ア

ソ
グ

ロ
兄
弟

を

は

じ

め

　　
　

反
乱
軍

の
指
揮
官
た
ち
は
銃
殺

の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

王
党
派
の
プ

ロ
パ
ガ
ソ
ダ
が
こ
れ
に
続
く
。

モ
ス
コ
ー
ソ
は
殉
教

者
に
仕
立
て
あ
げ
ら
れ
、
独
立
派
の
原
住
民
は

「
邪
悪
な
イ
ソ
デ
ィ

オ
」
、

「
虐
殺
者
」
と
み
な
さ
れ
、
「
人
種

的
対
立
」

へ
と
問
題
が
摩

　の
　

り
替
え
ら
れ
た
。

一
八

一
五
年
、

モ
ス
コ
ー
ソ
に
代
わ
り
ア
レ
キ
パ

の
臨
時
の
イ
ソ
テ
ソ
デ
ソ
テ
に
任
命
さ
れ
た
ピ
オ

・
ト
リ
ス
タ
ン
は
、

一
八
〇
九
年
以
降
の
ア
ル
ト
ペ
ル
ー
に
お
け
る
戦

い
を
次
の
如
く
締

め
括

っ
た
。

「
…
狂
信
的
な
反
乱
者
が
南
ア
メ
リ
カ
を
…
…
恐
怖
に
陥
れ
た
六

年
間
に
及
ぶ
戦
い
は
、
国
王
の
神
聖
な
権
利
の
防
衛

の
み
な
ら
ず
、

我
々
自
身
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
点
で
も
ま
た
正
当
化
さ
れ

　　
　

る

戦

い

で
あ

っ
た
」

と
。

W

結

び

原
住
民
は
貢
納
、
ミ
タ
、
レ
パ
ル
テ
ィ
ミ
エ
ソ
ト
を
通
じ
て
王
権

か
ら
搾
取
、
収
奪
さ
れ
て
き
た
。

一
八
世
紀

に
お
い
て
ア
ル
ト
ペ
ル
ー

の
銀
鉱
業
の
衰
退
に
伴

い
ミ
タ
が
縮
小
す
る
。

コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
制

の

終
焉
に
よ
り
レ
パ
ル
テ
ィ
ミ
エ
ソ
ト
も
姿
を
消
す
。
残
さ
れ
た
の
は

貢
納
で
あ
る
。
植
民
地
時
代
末
期
、
貢
納

の
徴
収
規
模
が
高
ま
り
、

原
住
民
は
抑
圧
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
ペ
ル
ー
副
王
領
で
は
、
特

に
政
治
、
経
済
等
の
面
で

地
方
間
格
差
が
き
わ
め
て
大
き
く
、
し
か
も
地
域
間
に
対
立
が
あ
っ
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た
。
リ

マ
や
ア
レ
キ
パ
地
域
の
支
配
勢
力
は
王
権
の
後
ろ
楯
を
必
要

と
し
、

王
党
派
の
立
場
を
死
守
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、

ア
レ
キ
パ
の

有
力
者

が
、
特
に
酒
類
の

一
大
市
場
で
あ

っ
た
ア
ル
ト
ペ
ル
ー
に
お

け
る
独
立
運
動
の
鎮
圧
に
奔
走
し
た
点
を
想
起
す
れ
ば
明
白
で
あ
る
。

他
方
、

「
自
由
貿
易
」

に
よ
る
経
済
的
困
窮
に
喘
ぐ
ク
ス
コ
地
域

で

は
対
応

は
異

っ
た
。
最
終
的
に
ク
リ
オ
ー
リ

ョ
ら
は
カ
シ
ケ
を
仲
介

と
し
て
原
住
民
を
動
員
し
、
独
立
を
志
向
し
た
。
こ
の
カ
シ
ケ
の
代

表
が
プ

マ
カ
ウ
ア
で
あ

っ
た
。

一
七

四
八
年
に
ク
ス
コ
市
近
郊
に
生
ま
れ
、
カ
シ
ケ

・
司
政
官

・

軍
人
と

し
て
登
場
し
た
プ

マ
カ
ゥ
ア
は
、
ト
ゥ
パ

ッ
ク

・
ア
マ
ル
の

反
乱
鎮
圧
の
功
績
に
よ
り
大
佐
と
し
て
出
世
し
、
激
動
の
時
代
を
生

き
た
。

一
八
〇
八
年
の
ス
ペ
イ
ソ
本
国
の
激
変
を
契
機
と
す
る

ス
ペ
イ
ソ

領
南
ア
メ
リ
カ
の
独
立
運
動
の
発
生
と
そ
の
波
及
は
、

一
八
〇
九
年

の
ラ
パ

ス
の
反
乱
及
び

一
八

一
〇
年
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
お
け

る
執
政
評
議
会
の
成
立
と
独
立
宣
言
、
そ
し
て

一
八

=

年
の
ア
ル

ト
ペ
ル
ー

へ
の
進
軍
に
端
的
に
み
ら
れ
た
。

こ
の
運
動
は
、

一
七
七

八
年
以
降
の
ラ
プ
ラ
タ
副
王
領
に
お
け
る
市
場
経
済
活
性
化
の
中
か

ら
登
場

し
た
ク
リ
オ
ー
リ

ョ
勢
力
を
基
盤
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

そ
の
波
は
交
易
路
沿
い
に
ペ
ル
ー
副
王
領
に
も
及
ぶ
。

リ
マ
の
ペ
ル
ー
副
王
庁
は
王
党
派
の
拠
点
で
あ
り
、
副
王
ア
バ
ス

カ
ル
は
ア
ル
ト
ペ
ル
ー
の
反
乱
の
鎮
圧
を

ク
ス
コ
・
ア
ウ
デ
ィ
エ
ソ

シ
ア
の
議
長
ゴ
イ
エ
ネ
チ
ェ
に
委
ね
る
。

ク
ス
コ
か
ら
の
討
伐
軍
の

指
揮
官
に
任
命
さ
れ
た
の
が
、
大
勢

の
原
住
民
を
動
員
し
え
た
プ
マ

カ
ゥ
ア
で
あ

っ
た
。
反
乱
は
鎮
圧
さ
れ
、
プ

マ
カ
ゥ
ア
の
功
績
は
高

く
評
価
さ
れ
る
。
彼
は
准
将
、
ア
ウ
デ
ィ

エ
ソ
シ
ア
議
長
と
い
う
名

誉
あ
る
地
位
に
登
る
。
し
か
し
そ
の
戦
い
の
後
遺
症
は
決
し
て
小
さ

く
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
貢
納
負
担
の
強
化
と
な

っ
て
原
住
民
を
経

済
的
に
圧
迫
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
特
に
チ
ソ
チ
ェ
ー
ロ
村

で
は
従

軍
し
た
多
く
の
原
住
民
が
死
傷
し
た
の
だ

っ
た

(
そ
の
こ
と
が
貢
納

の
支
払
い
に
大
き
な
支
障
を
も
た
ら
し
た
)。

こ
こ
に
、
貢
納
に
対
す
る
原
住
民
の
反
抗
が
固
め
ら
れ
て
ゆ
く
。

こ
の
背
景
に
は
、

ス
ブ
デ
レ
ガ
ー
ド
と
対
立
す
る
司
祭
が
本
国
国
会

に
よ
る
貢
納
の
廃
止
決
議
を
察
知
し
、
そ
れ
を
原
住
民
に
伝
え
た
と

い
う
事
情
が
あ

っ
た
。

一
方
、
カ
ジ
ス
憲

法
が
伝
達
さ
れ
、
立
憲
的

カ
ビ
ル
ド
の
議
員
選
挙
の
実
施
、
本
国
国
会

へ
の
代
表
派
遣
の
声
の

高
ま
り
を
契
機
に
、
副
王
領
南
部
の
都
市

で
は
ク
リ
オ
ー
リ

ョ
の
間

に
現
状
変
革
の
期
待
が
高
ま

っ
た
。
ク
リ
オ
ー
リ
ョ
、
メ
ス
テ
ィ
ソ

の
支
持
を
背
景
に
カ
ビ
ル
ド
に
よ
る
行
政

問
題

へ
の
介
入
が
王
権

(
ア
ウ
デ
ィ
エ
ソ
シ
ア
や
副
王
)
と
の
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
。
折
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し

も

一
八

一
四

年

五
月

に

フ

ェ
ル

ナ

ソ
ド

七

世

が

復

位

し

、

反

動

化

の
波

が

押

し

寄

せ

て

く

る
。

結

局

、

一
八

一
四
年

八
月

、

ク

ス

コ
で
は

公
開

カ
ビ

ル
ド

に
集

ま

っ

た

ク

リ

オ

ー

リ

ョ
が

反

乱

に

立

ち

上

が

る

(
ホ

セ

・
ア

ソ
グ

ロ
の
反

乱

)
。

こ

の

時

点

で
プ

マ
カ

ウ

ア
は

王

党

派

と

訣

別

し

、

反

乱

の
指

揮

者

と

な

る

の

で
あ

る
。

ま

た

多

く

の
司

祭

が

指

揮

官

と

し

て
反

乱

軍

に
身

を

投

じ

た

の
だ

っ
た
。

前

述

の

パ

ル

ロ
地

区

ヤ

ウ

リ

ス
ケ

の

司
祭

フ

ア

ソ

・
グ

ア

ル

ベ

ル
ト

・
メ

ン
デ

ィ

エ
タ

も

ま

た

指

揮

官

と

　　
　

し
て
反
乱
軍

に
加
わ

っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
彼
が

一
八

二

年

一
〇
月
、
国
会
に
よ
る
貢
納
廃
止
決
議
を
教
区
民
に
伝
達
し

た
人
で
あ

っ
た
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
反
乱
は
ク
ス
コ
か
ら
プ
ー
ノ

や
ラ
パ

ス
、

ワ
マ
ン
ガ
、

ア
レ
キ
パ
等
の
諸
都
市
に
広
が
る
。
元
来
、

ク
リ
オ

ー
リ

ョ
を
主
体
と
し
た
反
抗
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

途
中
か
ら
大
勢

の
原
住
民
が
反
乱
軍
に
参
加
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し

た
原
住
民
の
行
動
が
貢
納
の
重
圧
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
結
局
、
反
乱
は
敗
北
に
終
る
が
、
そ
の

一
因
と
し
て
、
原
住

民
が
蜂
起
す
る
と
反
乱
者
側
に
い
る
ク
リ
オ
ー
リ

ョ
に
対
し
て
す
ら

む
し
ろ
恐
怖
の
念
を
抱
か
せ
、
彼
ら
を
独
立
運
動
か
ら
分
離
さ
せ
る

傾
向
を
招
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

一
大
市
場
圏

へ
の
ペ
ル
ー
副
王

領
南
部

の
加
入
主
体
が
白
人
で
あ
り
、
そ
の
経
済
的
基
盤
が
人
口
的

次
元
に
お
い
て
圧
倒
的
規
模
の
原
住
民
労
働
力
に
あ
り
、
そ
し
て
原

住
民
動
員
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
貢
納
に
あ
る
限
り
、
白
人
と
原
住
民
の

　　
　

統

一
戦

線

の
形

成

に
は
矛

盾

が

潜

ん

で

い
た

と

言

わ
ざ

る
を

得

な

い
。
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八

二
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に
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)
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の
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っ
て
独

立
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る

。

し

か
し

こ

の
独

立

は

、

ト

ゥ

パ

ッ
ク

・
ア

マ
ル
が

目
指

し

た

よ

う

な

「
ク
リ
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ョ
、
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ス
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ソ
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ら

」
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の
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を
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か
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(
9

)

地域別にみた独立革命へのセ クラールの参加状況

地域*

年 代
リマ 市 リマ タル マ クス コ

ワ ソカ
ペ リカ

ワマ ソガ ア レキパ
トル ヒ
ー リ ョ ブー ノ ** 合計

1805-09 3 一 一 一 一 2 1 騨 2 一 8

1810-14 2 一 10 12
儒 1 8 一 1 一 34

isi5-19 13 2 一 1
一 一 5 一 一 一 21

1820-21 16 6 12 1 1 4 1 16 1 16 74

1822-24 16 11 9 一 1 2 5 2 一 18 64

合 計 50 19 31 14 2 9 20 18 4 34 201

*地 域 の う ち 、 リ マ 市 以 外 は イ ソ テ ソ デ ソ シ ア で あ る 。

**地 域 の 認 定 が 困 難 な 者 。

出 所MariaConsueloSparks,"TheRoleoftheClergyduringtheStrugglefor

IndependenceinPeru,刀(Pittsburgh:Ph・D・dissertati・n・University・f

Pittsburgh,1972),p.236.

(
10
)

地域別にみた独立革命 への レグラールの参加状況

地域*

年 代
リマ市 リマ タル マ クス コ

ワソ カ
ベ リカ

ワマ ソガ ア レキ パ
トル ヒ
ー リ ョ

eフ ー ノ ** 合計

1805-09 5 印 一 3 一 一 一 一 一 鱒 8

1810-14 7 } 10 6 一 一 4 一 1 一 28

1815-19 40 2 一 1 一 一 4 一 1 一 48

1820-21 36 11 3 3
一 1 1 6 一 9 70

1822-24 11 1 2 一 一 1 1
一 一 7 23

合 計 99 14 15 13 一 2 10 6 2 16 177

*「 地域 」 の うち、 リマ市 以 外 は イ ソ テ ソデ ソシ アで あ る。

**地 域 の認 定 が 困難 な者 。

出所 乃f6.,p.236.

・ ・
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ミ

.も

.
謹

o。
●＼
拙

稿

(
一
九

八

六
年

)

一
〇

四

ペ

ー

ジ
参

照

。

(
52

)

〉
ぎ

嘆

8

巴

o
『
①
ω

O
巴
ぎ

α
P

》
、ミ
ミ

博
o

ヒ

ミ

簑

、
黛
ミ

暁§

㍉

僑ミ
鶏

ヒ
o

亀
鳴

ミ

簗
ミ
き

ミ
讐
O
ミ
ミ

(鴇
曳
O

※

く
＼＼
＼
1
×
因
)

(い
一ヨ

航

国
島
8

二
巴

国
〇
二
N
o
三

P

一
Φミ

)
も

●
卜。
一
●＼
そ

の
他

、

男
①
3

0
口
α
o

ω
昌
≦

ω
o
ロ
ニ
ω8

げ
o
P

卜
8

&
§
鳶
恥
偽
蕊

災

註
ミ
禽
℃§
き

§

、
、
ミ
葛

(い
ご
自
"
…

】≦
仁
ω
①
O

Z
"
o
δ
口
巴

伍
Φ

工
δ
8
二
P

一
Φ
①
幽
)
り
P

嵩
O
●＼
↓
o
口
α
Φ
8
『
①
8
・》

o》

ミ

ご

b
●蔭
嵩

.＼

オ

ブ

ラ

へ
は

縮

絨
機

(
げ
o
邸
ロ
)
と

一
〇

以

上

の
織

L機

を

有

す
。

チ

ョ
リ

ー

リ

ョ
は

小

規

模

な
家

内

工
業

で
あ

り
、

オ

ブ

ラ

へ
製
品

に
比

べ
て
廉
価

で
低
品
質

の
織
物
を
生
産
。
ζ
o,3

①
「㌔

§

、・

:

》
℃
●
Q◎
卜○
●

(
53

)

コ

o
お

ω

○

巴

貯

α
P

》
ミ
無
§

§

6
皆

●
:

も

●
①
ω
も

●
①
刈
.＼
↓
o
昌
α
①
8

『

①
8

・》
O
》

亀
計

ロ
●
ω
◎◎
①
・

(
54

)
詳

し

く

は

、
コ

。
お
ω

○
・
=
巳

P

》
鳶
§

旨

・
・
●
も

b
●
ミ
山

。。
尺
い
巳

ω

ζ

黄
仁
巴

O
訂
く
ρ

綾℃
『〇
三
①
ヨ
拶ω

b
o
『
0
9

Φ
ωε

血
一〇

α
o

冨

匿
ω
8
『
訂

『
①
σq
δ
旨
9

…
9

8

ω
o

α
9

0
仁
N
o
P
旨
》
ミ
旨

§
ミ
勲
く
o
ド

×
一<
》Z
o
」
O

(O
自

o
P

一
㊤。。O
)
も

」

漣

・＼
≦
ゴ
8
一噂
魯
●
ミ

●も

㍉

ω
も

b
●
溶
T
。。
蔭
.
参
照

。

(
55
)

ア

レ
キ

パ
地

域

は
良

港

に
恵

ま

れ

て

い

た
。

ア
リ

カ
、

イ

キ
ケ
、

イ

ロ
、

キ

ル
カ
、

ア

ラ

ソ

タ
、

モ
ジ

ェ
ソ
ド

の
諸

港

が
有

名

。

ミ

も

b
.

刈
戯
-
刈
①
●

(
56
)
拙
稿

「
一
八
世
紀

ペ
ル
ー

に
お
け
る
ア
レ
キ
パ
蜂
起

の
社
会
経
済
的

背
景
」

(『
O
O
Go
ζ
HO
>
』
第

二
二
号
、
京
都
外
国
語
大
学
、

一
九
九
三

年

)
九

ペ
ー

ジ
、

=

ニ
ー

一
四

ペ
ー

ジ
。

(
57

)
↓
〔5
α
①
8
『
①
8

●も
》

ら黛
も

●
ω
8

も

b
●
お

〒

幽
2

℃
b
.
自

q
噂
ロ
.
自

㊤
●＼

一
七

八
〇
1

一
八
〇

二
年

、

ア

レ
キ

パ
地

域

の
有

力

地

主

の
構

成

は
次

の
如

く

で
あ

る
。な

お

、

一
七

九
〇

年

代

の

ラ
プ

ラ

タ
副

王
領

か

ら

ア

レ
キ

パ

.

地

域

へ
の
輸

出

品

三

粥

八
万

九

二
六
〇

ペ

ソ

轟

(
年

間

)

の
内

訳

に

濡ψ

つ
い

て
は
、

奪
ミ
`

-
り

戸
ぎ

・・ρ
薫

㎜踊

農耕地帯

地 主

ク リオ ー リョ

価 人》

ス ペ イ ソ 人

(商 ノ◇

修 道 院

不 在 者

確認で きた人数

全農地数(概 算)

ア レキパ ビ トル

平 野 谷

30123

C2)IC2)

616

(5)1(5)

31-

1ii

40130

3501100

タ ソボ

谷

8

(1)

a

(2)

一

一

10

不明

マ ヘ ス

谷

44

-

3

(2)

2

1

50

×11

モ ケ グ

ア 谷

44

(1)

2

-

2

2

50

200

(
58

)
♂

暁
猟
も

●
q
Qo
も

●
①
刈
・

(
59

)

ミ

猟

も

冒
.
0
ま

ト○
も

●
♂

●

(
60
)
き
聾

も
b
●
ミ
mT
お
戯
.

(
61
)
拙
稿

(
一
九

八
七
年
)

一
三
五
ペ
ー
ジ
。

(
62
)

メ
ル
ナ
ー
は
、

一
七
世
紀
か
ら

一
七
七
〇
年
頃
に
か
け
て
ク
ス
コ
地

域

の
オ
ブ
ラ

へ
が
絶
頂
に
あ

っ
た
と
述

べ
て
い
る
。

例
え
ば
、

ア
バ

ソ

カ
イ
地
方

の
織
物
生
産

の
推
移
を
み
る
と
、

一
七
七
七
年

に
四
三
万
五

七
八
〇
バ
ラ
だ

っ
た
の
が
、

一
七
八
〇
年
直
前

に
は

一
〇

万
四
〇
〇
〇

一101一



バ

ラ
を
下
回
り
、

一
七
九
〇
年

に
は
七
万

一
〇
〇
〇
バ
ラ
、

そ
し

て

一

八
〇

三
年

に
は

二
万
五
〇
〇
〇

バ

ラ
に
下
落

し
て

い
る
。
ζ
O
ヨ
Φ
さ

ミ

ト
:

も

●◎。
ω
も

●
Q。
①
・＼
そ

の
他
、

詳

し

く

は
、
ω
昌
く
o

ω
m5
募

8
票
5
》

O
》

9
、こ
b
」

蟄

●＼
い
胃

ω
o
P

O
》

鳥
、
こ
℃
●N
N
ω
噂
b
』

戯
Q◎
.＼
い
く
口
o
貫

O
》

鳥
、こ

O
」

c◎
.＼
O
冨

<
P

象
勺
『
o
げ
δ
ヨ

o
。。
・
:

"旨

b
ロ
・
=

O
I
に

Φ
●＼
↓
o
口
α
9

0
『

Φ
↓
P

魯

●
9
.勝
も

b
●
ω
Q。
ω
山

o。
戯
●
参

照

。

(
63

)

≦
門=
8

r

O
》

9
、
こ
ロ
●
①
O
・

(
64
)

詳

し

く

は
、

ζ
曾

口
①
き
寒

》
き

§

、
嚢

.
:

も

●㊤
S

参

照

。

ア
ル

ト

ペ

ル
ー

で

は

ラ

パ

ス
の
イ

ソ

テ

ソ
デ

ソ
シ

ア

に
お

け

る
貢

納

徴

収
額

が

最

大

で

あ

っ
た
。

い
葭

ωo
P

o
》

亀
勝
も

●ω
0
卜。
.

(
65

)

国

ω
ゴ
Φ
き

O
§

ミ
§

馬
:

こ

b
●
o◎
O
●

(
66
)

拙

稿

(
一
九

八

七
年

)

=

二
四
1

=

二
五

ぺ
ー

ジ
。

(
67

)
】U
O
口
巴
α

い
ざ
《
α

○
ま
げ
9

象O
仁
N
O
P

一
①
c◎
(了
一刈
一〇
"
〉
ロ

〉
ロ
α
O
O
口

○
匿
く

ω
①
Φ
昌

台ゴ
『
o
ζ
σq
ゴ

#
ω

国
o
o
ロ
o
ヨ
皆

>
〇
二
く
三

Φ
ω
噛遙
(〉
`
。ゆ二
旨
"

寧

●
O
●
島
ωω
Φ
二
魯
δ
P

¢
三
く
①
『ω
潔
く

O
h
↓
Φ
×
霧
弘

O
刈
㊤
)
噂
℃
●
ω
目
●

(
68

)

カ

ル

ロ

ス
三
世

の
改

革

期

と

い
う
点

か
ら

判

断

し

て
、

一
七

五

四
年

の
貢

納
徴

収

額

が

一
七

六
〇

年

代

の

そ
れ

を

上

回

る

と

は
考

え

ら

れ

な

い
。

(
69

)

一
七

八

六
年

、

カ

ル

カ

・
イ

・
ラ

レ

ス
地

区

の
全

人

口
と

ア

シ

エ
ソ

ダ

数

の

内

訳

は
下

段

の
表

の
如

く

で

あ

る
。

ま

た

当

地

区

の

ア

シ

エ
ソ
ダ

に
お

け
る

穀

物

、

ジ

ャ
ガ

イ

モ
、
家

畜

等

の
品

目
別

生
産

内

訳

は
、

ζ
α
3

0
き

.
Go
o
ヨ
Φ
0
げ
胃
0
9
雲
聾

ぢ
ω
:
二
.

薯

●
N
(
T
曽

・＼
ζ

o,
3

㊦
さ

》
薄

§

ぎ

始
、
.
:

も

.
◎。
N
・
参

照

。

村(doctrina) 全人 口(人) ア シエ ソダ数

ビ リャ ・デ ・カル カ 1,878 10

ラマ イ 2,028 4

ピサ ック 3,386 15

チ ソチ ェー ロ 1,671 3

ラ レス 891 6

合 計 9,854 38

Morner,Perfil…,p.137.出所

 

(
70
)

詳

し

く

は
、
O
魯

曇

魯

●
無
魯
も

』
q
O
も

O
●N
紹

!
謡

ω
・
参

照

。

(
71

)

詳

し

く

は

、
奪
ミ

も

●
謹

N
も

O
』
①
甲

N
①
ω
●
参

照

。

因

に

ク

ス

コ

の

イ

ソ

テ

ソ
デ

ソ

シ

ア
に
お

け

る
司

祭

の
人

数

は

一
〇

七

人

(
一
八
〇

四

-

一
八
〇

五
年

)
。

/

プ

マ
カ

ウ

ア

に
よ

る

一
〇

分

の

一
税

へ
の
関

与

に

つ

い
て

は
、
O
巴
耳
o
す

号

・
9
。、●も

b
・曽

q
l
曽

①
・
参

照
。

(
72

)
ω
o
O
二
〇
暮

○
.℃
ず
①
冨
コ

O
o
α
o
ざ

綾団
一
ω
二
『
m5
α
ぎ
o

o

hぎ
①
ω

α
巴

ωお

ざ

×
<
H自
"
0
8

β
`
①

o

o
o
胃
Φ
σQ
乙
o
さ
ご

》
、、旨

§
ミ
勲

く
o
ピ
×
一

(一
㊤刈
c◎
ン
b
b
・
Hc◎
l
H
O
●

(
73

)
拙

稿

(
一
九

九

三
年

)

八

ペ

ー
ジ

。
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(
74

)

】≦
03
『
口
Φ
き

、
ミ

、
:

・℃

b
●嵩
戯
.＼
ク

ス

コ
の

イ

ソ

テ

ソ
デ

ソ
シ

ア

一
〇

地

区

に

お

け

る

ア

シ

エ
ソ
ダ

の
分

布

(
一
七

八

六
年

)

は

下

の
表

の
通

り

で
あ

る
。

地 区 名 アシエソダ数

アバ ソ カイ 81

アイ マ ラエ ス 11

カル カ ・イ ・ラ レス 38

ウル バ ソバ 61

コ タバ ソバ ス 22

パル ロ 43

チ ュソ ビ ビル カス 57

カ ナス ・イ ・カ ソチ ス(テ ィソ タ) 39

キ ス ピカ ソチ ス 116

パ ウカル タソ ボ 106

合 計 574*

*「647」 と あ っ た の を 修 正 し た 数 字 。

出 所Ibid.,p.32,p.51,p.134,pp.136-138,pp140-141,

pp.143-144,pp.146-147.

(
75

)
0
9

一戸

o》

ミ

.も

』
お

●＼

拙

稿

(
一
九

八
七

年

)

=

二
七
1

=

二

八

ペ
ー

ジ

。

(
76
)

bσ
Φ
けず
Φ
戸

象>

Z
o
け①
:

こ..
b
●bO
ω
O
.

(
77
)

司

祭

は

カ

シ
ケ

と
同

様

に
原

住

民

大
衆

の
リ

ー

ダ

ー

と
な

り

う

る
存

在

で

あ

っ
た

。

ω
8

二
①
暮

○
.
勺
ず
Φ
冨
口

O
o
α
o
ざ

駿
匹

ヨ

評
o

α
Φ

冨

一鵠
α
O
O
Φ
口
α
①
口
O
一〇

〇
〇
口
O
Φ
α
一α
O
鱒
一〇
ω

b
『O
σq
『
m
日

鋤oo
℃
O
一{
二
〇
〇
ω

α
O
一

訟
σq
一〇

×
〈
目
H

団

α
Φ
一
榊Φ
ヨ

b
『
m
口
O

×
H×

Φ
口

Φ
一
勺
Φ
『
口

く

〉
=
O

℃
Φ
急

(嵩
ω〒
お
ε

"..
8

ミ
措
鷺
ミ
§
§

受
§

ミ
ま
ミ
N琴

Nき

"

 ハ門
9
自
O

bO
噂
0
9
自
ロ
昌
9
0
δ
コ

α
①

L♪
一
ぴ
Φ
冨
O

閃
一
〇
【
Φ
ω

O
O
=
コ
α
O

(
い
貯
自
⇔
"

一口
ω
ユ
け二
け
O

]Z
O
g
O
昌
巴

α
①

O
ロ
犀
ζ
『
P

一
〇
〇〇刈
)
噛O
ロ
●
一
㊤
αー
同り
9

0
.
H㊤
oo
・

(
78
)

リ

マ
商

人

は

ス
ペ
イ

ソ
本

国

に
資

金
援

助

を

行

い
、

反

ナ
ポ

レ
オ

ソ

闘
争

を

支

援
。

加

茂

雄

三

『
ラ

テ

ソ

ア
メ

リ

カ

の
独

立
』

(
[
世

界

の
歴

史

二

三
]、

講

談

社
、

一
九

七

八
年

)

六

七
-

六

八

ペ
ー

ジ
。
/

い
旨

o
貫

O》

9
、こ
O
b
・幽
㊤
1
0
0
.＼
閃
δ
『Φ
ω

O
鋤冒
口
α
P

》
識
無
§

§
"
:
・》
b
.
卜○
同
O
●

(
79

)
加

茂

、

前
掲

書

、

七
〇

1

七

ニ
ペ

ー
ジ

。
/
】≦
曾
昌
①
さ

寒

》
§
貯
§

ぎ

㎏
●
:
℃
℃
・一
〇
〇
.

(
80

)
き

ミ
こ
℃
●
=

ρ
＼

勺
o
旨

鋤
ω

UU
⇔
罵

①
ロ
Φ
o
ゴ
①
0

9

巴

こ
o
、
●
9
、ご
b
b
●

①
B
⊥
紹
ω
●

(
81
)
き
ミ
●も

●
①
N
ω
・＼

議

長

フ
ラ

ソ

シ

ス

コ

・
ム

ニ

ョ
ス

・
イ

・
サ

ソ

・

ク

レ

メ

ソ
テ

(「
崇
5
0
尻
o
o

ζ

二
凶
O
ω

く

ω
8

Ω

①ヨ
8

8
)
の

死
去

を

契

機

と

す

る
。

ゴ
イ

エ
ネ

チ

ェ

一
族

に

つ
い

て
は
、

拙

稿

(
一
九

九

三

年

)
九

ペ

ー

ジ
、

二
一ニ
ペ

ー
ジ

及

び

図

1
参

照

。

(
82

)

こ

の
反
乱

で
は

多

く

の

ア

イ

マ
ラ
族

の
指

導

者

が
出

現

。

反

乱

は
幹

線

道

に
沿

っ
て

プ

ー

ノ
ー

ラ

パ

ス

ー

ポ

ト

シ
間

に
拡

大

。

<
夙9

0
『

国
二
σq
O

O
い
『
α
O
う
口
ω
噂
象い
O
一仁
O
ず
⇔
α
Φ

二
口

b
⊆
①
巨
P
ご

Φ
昌

さ

轡
$

譜

》
§
豊
6.
O
、
ミ

ミ
§
§

》
雲
ミ
自
ミ

》
O
O
日
ロ
鵠
O
O
δ
口

α
Φ

×
O
〈
δ
『
〉
一σ
ひ

(ζ

"
α
『
一α
"
〉

一一
m
口
N
O

団
Uα
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、
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独
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を
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と
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が
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。
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ソ
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、
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を
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摂
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